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エ ッセイ

21世 紀 にむけ 「機械翻訳の土壌」 を育む

株式会社インターグループ代表取締役 小谷泰造

 コ ミュニケー ションを生 業 とす る当社が機械翻訳

の業務 に取 り組 んでか ら、既 に十数年の 月 日が経 ち

ます。 メーカでない当社が 、様 々な電子化辞書の プ

ロジェ ク トに参加 させ ていただ き開発のお手伝い を

させ ていただいた り、いち早 く実際の翻訳業務 にて

機械翻訳 ソフ トを応用 して参 りま した。 また並行 し

て、広 く一般 に啓 発 を図 るため、MTサ ミッ トをは

じめ として、数 々の機械翻訳関連の国際 ・国内会議

の運営 をお任せい ただ き、内外 に機械翻訳の啓蒙 に

つ とめて参 りま した。

 決 して長い とはい えない この期間の間 に、 コンピ

ュータや情報処理技術の飛躍的 な進歩、普及 には 目

を見張 る ものがあ りま した。特 に、パー ソナル コン

ピュータの驚異的 な普及や、 インター ネッ トによる

ネ ッ トワー ク世界の拡大、携帯情 報端末等に よるモ

バ イルコンピュー テ ィングなど、個 人ユ ーザ を取 り

囲 むコンピュー タや ネッ トワー クの状況 は、本当に

大 き く変わ って きま した。

た。今 まで外 国語が壁 になって海外 との コ ミュニケ

ーシ ョンがで きなか った 人た ちに とっては
、それを

自由に可能 にす る、 まるで夢 のよ うな商品に思 われ

るで しょう。

 別 な見方 をす れば、上 記の ようなパ ソコ ン自体の

技術的発展や機械翻訳 ソフ トの商品的変貌が 、巷の

電化商品店街や書店 に溢 れるコン ピュータ関連雑誌

の話題で多 く取 り上 げられる一方で、肝心の 「機械

に よる翻訳文の品質」 については、割 に 「無関心」

になってい るので はないか とい う気 も します,,そ れ

は二つの方向で 「無関心」 になっている ように思わ

れ ます。

 ひ とつは、 「機械翻訳は実際の仕 事一ヒの正確 な翻

訳 には使 え ない」 とい う業務判断か らくる無関心で

あ り、 もうひとつは、 「英語が 日本語にかわってい

ればそれである程度満足する」 とい う安心 感か らく

る無 関心 です。

 か つては、キーボー ドとい うもの を叩 き、画面上

の呪文の ような英文字 を操 る ことがで きなければ、

何 も しないただの箱であった コンピュー タなる もの

が、 「マ ウスとクリック」 に よって、 と りあえず は

誰で も簡単 に動作 させる ことがで きる ようにな り、

今や、人間 に語 りかける ように コンピュー タに向か

って 自然 な日本語で発 声する と、その言葉を コンピ

ュー タが理解 して、画面上に文字が入力 された り、

基本的 な機能が働 いた りする ようになって きました。

いわば、 コンピュー タ、機械 と人間がコ ミュニケー

シ ョンで きる一歩手前 まで来ている感 があ ります。

 そ うい う状 況の中で、機械 翻訳 自体 もずいぶ ん と

その様子 を変 えて きた ように思 われ ます。 かつては、

主 に業務用で しか使 用 されていなかったその システ

ムが、パ ソコンと同 じく安価 な ソフ トとして、一般

のユーザ層 をターゲ ッ トとする商品になって きまし

 確 かに、趣味や プライベー トで翻訳 ソフ トを購 入

する一般 消費者 にとって も、 日常 業務 での利 用を検

討 している企業、団体に とって も、機械 翻訳 ソフ ト

ほ ど、購 入時に どこの メーカの商品 にすべ きか、判

断の基準 がむつか しい ものはあ りませ ん。現在 は「翻

訳 の質」 とい うよ りは、ブラ ン ド名の他 、パ ッケー

ジの裏面 に印刷 されている情 報、 「専門用語 辞書 が

何十万語 だ」とか、「翻訳ス ピー ドが …分 に何語 だ」

とか、 「見やすい画面だ」とか、 「操作性 が抜群!」

な どとい う、 うたい文句に購 入動機が左 右 されてい

るのではないで しょうか、,(場 合によっては、パ ッ

ケージその ものの イメー ジや価格のみで!)し か し、

いつ まで もこうであ っては、翻訳 ソフ トに とって も

国際 化の流れに とって も、流れに逆行す る もの とい

え ます。

例えば当社の業務で言えば、国際会議の現場で行
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われる同時通訳 とい うコ ミュニ ケー シ ョンにおいて、

そこには2つ の要素があ ると思われ ます、,それは、

その分野 の専 門知識 と 「ことば」の知識です。い く

ら言葉 だけを変換 した ところで、専門知識の ない 人

が聞いて もその内容 は理解で きないで しょう し、逆

に言葉 の変換(通 訳)が100%完 壁 で な くて も、専

門知識 の背 景のある人が 聞けば、話の筋 は理解で き

る とい うものです。残念 なが ら、今の機械翻訳 のユ

ーザには、 まだその当 りのこ とが 欠けているよ うで

す。外 国語 で コ ミュニケーシ ョンす る為 には、コ ミ

ュニケー シ ョンす る内容 自体 につ いての知識 やそこ

の文化 に対す る理解 もな くてはな りませ ん。

 も ちろ ん、機械翻訳 の研究 開発 の現場 では真摯 に、

かつ精力的 に、新技術 の探 求に力が注がれてい るの

はい うまで もない こ とです。 しか し、今後機械翻訳

の開発 をす るメーカ側 に も、そ ういった意識は必要

になって くるで しょう。 開発者 と利 用者が同 じ目的

意識 を持 って研究 に携 わ り、最良の もの を生み出す

環境 ・意識が揃 えば、21世 紀 に向けた 「機械翻訳の

土壌」 を育 むこ とにつながるのでは と思い ます。

導門誌の紹介

専 門 誌 「Machine Translation」 定 期 購 読 の お 知 らせ

 オ ラ ンダの出版社Kluwer Academic Publishersが 、 年4回 機械 翻訳の専門誌 「Machine Translation」 を発行

してい ます。 当協 会の個人会員で定期購 読の 申込 を された方 は、Kluwer社 か ら購読 料の約3割 引のサ ー ビ

スを受 けるこ とがで きます。購読 申込お よび代 金支払 いはAAMTが 一 括 して受付 け ますの で、 ご希望 の会

員の方 は事務局へ お申込 くだ さい。なお、本 の送付 は代金 をお 支払 いい ただ き ました約1カ 月後 とな ります。

1.次 回発行 月

 1999年3月 (年4回 発行)

2.割 引対 象者

 AAMT, AMTA、 EAMTの 個 人会員(法 人会員は除 く)

3.購 読 代 金(4冊 分 の価格)

 1998年 度発 行 一般購読料 $110

 1999年 度 発行 一般購読料 $122

会員対象割引 $80

会員対象割引 $90

4.申 込 方法

 会 員氏 名 ・住所(送 付先)を 日本語 ・英語で併記 し、 日中の連絡先 を明記 して手紙 、FAX、 Eメ ー ルで

お 申込 くだ さい。お 申込後、事務局か ら購 読代 金 をご連 絡い た しますの で、 日中の連絡先 をお忘 れ な く

 お 知 らせ くだ さい。

5.代 金支払い

 お 申込い ただ きま した方 に事 務局か ら購読代 金 をお知 らせ い た します。代 金の計算 に は、 月の第一営

業 日に東京:三菱銀行が提 示 してい る米 ドル為替 レー トを適 用い た しますの でご了承 くだ さい、,お支払 い

 は 、申込 された月の末 日 まで に銀 行振 込で お願 いいた します。 手数料 はお振 込 人様 にて ご負担 くだ さい。

 なお、お 申込 人様 か ら代金の お振 込が な く、事前 に何 もご連絡 がなか った場 合 には、購読 申込 は無効 と

 な りますのでお気を付 け くだ さい。
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論文/論 説

機械翻訳の現状と今後の動向
   一日本の言語資源 の充実の ため に一

山端 潔1大 倉清司2亀 井真 一一一郎1松 井 くにお2

1 はじめに

 情報社会の到来により、今や機械翻訳はグローバ

ルネットワークの必須アイテムとなっている。世界

中の 「情報」は自然言語で記述 されたものがほとん

どであるといってよい。また、ネットワーク社会の

到来と共に必要とする情報が自国語以外の言語で書

かれているケースが増大 してお り、 「情報」の受信

/発 信には機械翻訳技術の活用がなくてはならない

時期を迎えている。1994年 頃を境に企業の事業環境

にも変化が起こり、最近の主要な機械翻訳ベ ンダの

機械翻訳事業には黒字を達成 しつつあるところも多

い。一時は停滞気味であった新製品開発や翻訳品質

の向上作業もここへきて再び非常に活発に展開され

ている。

 現在の機械翻訳の訳出品質は、一般テキス トを対

象とした場合、約60%と 言われている。この品質は

決して十分とは言えないが、それでも例えば英語で

かかれたWEBペ ージを日本語に翻訳 し概要をつか

むといった需要に応え、パソコンに機械翻訳ソフト

が装備 されているのは今や常識 となっている。今後、

翻訳品質が90%を 越えるようになれば、海外旅行で

の本格的利用や、テレビ、電話などのメデ ィアと接

続することにより大幅に利用分野が拡大 し、爆発的

に普及することが期待 される。

 機械翻訳は単独のシステムとして魅力があるだけ

ではない。自然言語処理分野の要素技術を総合した

システムとして多くの隣接技術分野に対する波及効

果が大 きく、広範な技術を牽引 していくという点で

も、非常に重要な技術である。技術的に関連する分

野 としては、 「情報」「知識」を扱 うあらゆる技術分

野、例えば、テキス ト処理技術(検 索、要約、分類、

等)、クロスランゲージ情報検索技術3、音声処理技

術、文字認識技 術、対 話技 術、 自動通訳、Elcctronic

Commcrceな ど広範囲 に及ぶ、、

 従 来技術 の改 良だけでは翻訳品質90%は まだ遠 い

目標 であるため、研 究者 ・技 術者は技術的 ブ レー ク

スルーを求 めて研究 活動 を行 ってい る,,有 望 と思 わ

れ る方向の一つ にデー タ指 向のアプ ローチがあ る。

これは 、言語の複雑 さに対 して、文法 記述者の能力

だけに頼 るので はな く、大量 のコーパ スとそれ を処

理す るマ シ ンパ ワーで立 ち向 かお うとするアプ ロー

チであ る。 この アプローチの 前提 となるのが、 言語

の振舞い を記述 した コーパ ス とそれ らを扱 うソフ ト

ウェア ッー ル類か らなる言語資源で ある、、

 「知識」「情報」 を記述す るため の自然f1語 は、人

間が意図的 に設計構築 した人工物で はない とい う点

で、物理や化学の対象 と同 じく、 ・種 の自然現 象 と

見なす ことがで きよう,,自 然現象であ る以 ヒ、それ

を取 り扱 うため には、 まず 詳葉の振舞い を記録 した

コーパス を大量 に収集 し、その分析 を行 うことが必

須である。 コーパスお よび処理 ツール類 は、.}語資源

と総 称 されるが、欧米では 占 くか ら整備が行 われて

いる。これ ら言語資源は、機械翻訳 を始め とす る自

然言語処 理関連分野で利用 されるばか りで な く、f-1

語 教 育な ど他 の分野で も有効 に用い られてい る、、実

際、欧米では、大規模 コーパ スか ら抽{し た、実例

文や頻度情 報を記載 して評判の高い学皆者用辞典類

も発行 されている,,そ れに比べて、 、室語技術の 重要

性 の認識 お よび言語資源の整備の点で、欧米に比べ

日本 は決定 的に遅 れている、,大規模 コーパ スの構築

には多大 な人的 ・金銭的 ・時間的 コス トがかか るた

め、共通 インフ ラと しての重要性 を認識 し、民間 と

公的機関の力を集めて収集 と構 築を進める必 要があ

る。

1NEC C&Cメ デ ィア研 究 所

2富 士 通 研 究 所 マ ルチ メ デ ィア シ ス テ ム研 究 所

3日 本 語 キー ワ ー ドで 英 語 テ キ ス トデ ー タベ ー ス を検 索 す る な ど 、問 い 合 わ せ の 言 語 と 異な る 、言語 の デ ー タベ ー ス を検

索 す る情 報 検 索 手 法
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2 技術動向

2.1概 論

 機械翻訳システムにおいて言語知識をもっぱら格

納するのは辞書と文法であり、これらの量と質が翻

訳精度を決める。例えば、SYSTRAN社 の露英翻訳

システムは翻訳精度90%と も言われるが、翻訳精度

を支えているのは基本語だけで40万語にのぼる辞書

である。この豊富な言語知識は、機械翻訳の黎明期

以来、数十年にわた り人手で収集したものであり、

単語対訳にとどまらず複合語や表現の対訳 をも多量

に含めることで高品質な翻訳が可能になったと言わ

れている。それに対 し、現在の商用の英日 ・日英の

機械翻訳システムの基本辞書の登録語数は多 くて20

万語程度である。 さらに、日本語 と英語のように構

造 と語彙が大 きく異なる言語の問では、辞書のみを

強化しても同様な精度は期待できない。

2.2 商 用 システム

 現 在 の商用機械翻訳 システムの ほとんどは、いわ

ゆるルールベースシステムであ る。 ルール(文 法規

則)の 表現 形式 はシステムによ り異 なるが 、日本で

の商用 システム開発 開始以来十数年 を経 た現在 、ど

の システムで も、文法書 にあ る レベ ルの一般的 な現

象はほぼ記述が終 わっていると思 われ る。

 翻訳 システムの訳 質向上の ネ ックになってい るの

は、言語知識 の多様性 と個別性 、す なわち言語の複

雑 さである。実 際、人手 で辞書 と文法 を一つ一つ記

述 してい くだけでは、現実 の言 葉の複雑 さに対応 し

きれない ことが経験 的にわかって きた。例 えば、一

つの単語 には多数の訳 があ り、状 況 によって訳 し分

けが必 要だが、訳 し分けのルー ルをすべての語 の組

合せ に対 し個別に手で書いてい くのは コス トが かか

りす ぎる。 また、複数単語 か らなる複合語が適切 に

訳 される ことが翻訳訳 質の点か らは きわめて重 要で

あるが、毎年数十万語 ずつ増え続け る複合語 に対応

して対訳 辞書 を増 強 し続け ることは現実的 に難 しい。

さらに、訳質向上のためには単 語だ けで な く、表現

や言い回 しを適切 に訳 せる ことが重要だが 、こ うし

た表現 は書 き言葉/話 し言葉、新聞/雑 誌等 の媒体 、

分野や世代 によ り意味 や用 法が異 なるため 、現実 に

は人手で記述 しきれない。 さらに、 ルー ルを増 や し

てい って もそれだけで訳質が向上す るわけで はない。

ルール数が増 えると、ルール間の相互干渉が増大 し

制御が困難 にな り、結果 と して訳質向上が飽和 して

しまう。

 この ように、ルールベー スシステムの上 に人手 で

辞書 ・文法 を記述 してい く現在のや りかたは、 もっ

ぱら言語の量 と複雑 さに対応 しきれ ない とい う点 に

おいて、訳質向上の壁 につ きあ たっている。 図1に

示す ように、現在 も徐 々に訳質 は向上 している もの

の、一般の テキス トに対 して翻訳品 質90%を 達 成す

るには技術的 ブ レークスルーが必要で ある。

図1翻 訳精度の推移
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2.3 語彙化文法

 言語処理 システムの開発経験が蓄積するにつれて、

語彙から分離できる一般的な文法知識よりも、語彙

に特有の個別の文法知識の方が圧倒的に多く重要で

あることが認識 されるようになった。語彙に個別の

文法知識を見通 しよく記述するための枠組が語彙化

文法であ り、すべての文法規則は原則として単語の

辞書中に記述する。語彙化文法は、次に述べるデー

タ指向アプローチとの相性がよいので、この観点か

らも欧米での文法構築プロジェク トの多くが語彙に

多 くの翻訳用の情報を組み込んだ語彙化の枠組を採

用 している。

2。4デ ー タ指向のアプ ローチ

 言 語 のあ まりの複雑 さに人間である開発者 が対応

しきれない とい う問題 は、機械翻訳 に限 らず言語処

理 一般 に共通 する問題 である。 この問題 に対 し、こ

こ10年 ほ どで メジ ャーになって きたパラ ダイムが デ

ー タ指 向のアプローチである。 これは、複雑 さに対

して、人間の能力 だけに頼 るので はな く、大量 のコ

ーパス とそれを処理す るマ シ ンパ ワーで立 ち向か う

アプローチである。このアプローチ はと くに音声認

識分野で成功 をお さめ た。

 こ のアプローチに必須の要素が二つあ る。一つ は

大量 のコーパス(文 例集)で あ り、 もう一つ はコー

パスデー タか ら知識 を抽出/獲 得/学 習す るアルゴ

リズムで ある。特 に、前者の コーパ スはアルゴリズ

ムの如何 に関 わ らず 、例 えば人間が知識 を抽 出す る

際 に も共通 に利用 できる資源であ り、処理パ ラダイ

ムを超 えて汎用性が高い。

2.5事 例 ベ ース ・バ タンベ ース

 対 訳事例 を多数収集 し翻訳に利用する事例ベース

翻訳方式 はデ ータ指向 アプローチの典型例である。

80年 代前半 に(当 時の)京 大 ・長尾 教授 によ り唱え

られて以来、有望 なパ ラダイム と して多 くの プロジ

ェク トに影響 を与 えて きた。

 商 用 システムで直接 この方式 を採 用 した ものは ま

だないが 、類似 した発想に基づ くもの と してパ ター

ンベー スの翻訳があ る。 これ は、具体的 な対訳 事例

をもとに一部 を人間が抽 象化 して翻訳 ルールとす る

方 式だが、複数の商用 システ ム中 に組み込 まれ有効

性 が確認 されてい る。

 対 訳事例 か ら動詞の格 フ レーム周 りの対訳規則 を

抽 出す る研 究 も精力的に行われてお り、研 究 レベル

で の成功 をみ てい る4。 しか し、対訳 事例 を大 量に

集め るのが 困難 なこ とがこの方式 を進 める一ヒでボ ト

ル ネ ックとなっている。

2.6 統 計 モデル と学 習

 統 計 言語 処理 は、文法 をは じめ とす る言語モ デル

を統計 モデル と して構築 し、大量 コーパ スか らの学

習 によ り言語デー タの統計的性質 を反映す るパ ラメ

ー タを学習 する とい うパ ラダイムである
,,例 えば、

コーパ スか ら単 語n個 の並び に関する統計 量 をあ ら

か じめ計算 して お くことによ り、文中のn-1語 の

並 びを見 て直後 の単 語 を統計 的に予測 するこ とがで

きるが、 この統計 モ デ ル(n-gramモ デ ル)は 形態

素解析技術 な どに幅 広 く応用 されている,,最 近の音

声認識技術 は完 全に統計 モデル と学習 のパラ ダイム

に基づ いて お り5、デ ー タとモ デ ルの改 良 に よ り劇

的 に性能が 向上 した ことは周 知の とお りで ある,,

言 語処理すべ てを統計 モデルベースで行 うのは、音

声認識 と異 な り複雑度 が大 きす ぎて今 の ところ困難

だが、例 えば英語 の品詞推定処理 などで は、統 計モ

デ ルによる手法が最 も高 精度 かつ(デ ータ さえ用意

で きれば)容 易 に構 築可 能で あるスタ ンダー ドな手

法 と して確立 されている。 さらに、最近で は、実際

的 な文法規則へ の確率量 の導 入について も、構造的

曖昧性解消 を主 たる ターゲ ッ トと して研 究が進んで

い る6。 また、訳語 選択へ の確率 量の導 入 も有 望 な

応用 と して研 究が進 んで いる。ただ し、これ らの研 究

は、英語の コーパ スが整備 されてい る事情 を反映 し

て英語 をターゲ ッ トとした研究開発が先行 してお り、

日本語に対す る適用 は遅 れているのが実情 であ る,,

2.7 シ ソ ーラス

 大 量の言語デ ー タから知識 を獲得す るにあた って

4奈 良 先 端 大 な ど

5ほ ぼ す べ て がHMM(Hidden Markov Model)を 用 い て い る

6確 率 的GLR(東 工 大 な ど)や 確 率 化 依 存 文 法 な ど
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は、語 と語 の意味関係 をッリーの形で記述 した シソ

ーラスが きわめ て重 要である
。 この分野で有名なの

は、米Princeton大 学 で構築 されたWordNetで あ る。

我 が国の 日本電子 化辞書研 究所 で 開発 されたEDR

概 念辞書 もこの範疇 に入 る。前者は無償で公開 され

ていること もあ って、 (英語 をターゲ ッ トと した)

多 くの言語処理研究で標準の ツー ルと して使われて

いる。

2.8 コ ー パス

 上述 したデータ指向の アプローチの前提 とな るの

は大量 のコーパスであ る。単 に文 を大量 に集めただ

けでは有用性 は限 られてお り、品詞や構文構造 など

言語 的な情 報が付与 されてい ることが重要であ る。

欧 米には、LDC(Linguistic Data Consortium)の コ

ーパス群
、British National Corpus(英)な ど、公的

機 関の支援 を受 けて作成 された大規模(数 億語 規模

以 上)か つ高品 質の言語的情 報が付 与 された コーパ

スがあ り、広 く提供 されてい る。その成果は言語処

理 に とど まらず広 く利用 されてい る、,例えば最新の

英語 辞書の語義配列は こう した コーパ スの分析に基

づ いてお り、重 要語の統計デー タは直接 辞書の説明

2000年

に反映 され てい る(BNCは も と もと辞書の プ ロ ジ

ェ ク トであった〉。

 一 方、 日本では、単 に文例集 としての新 聞記事 コ

ーパスが入手で きるにす ぎない
。最 近、京都大学 な

どを中心 に新聞記事の単語分割 と品詞付与作業 を行

う動 きもあるが、資金面の裏付 けが 十分 でないため、

活動 規模 が小 さいのが実情であ る7。

2.9 ま とめ

 機 械 翻訳 システ ムは、開発開始 よ り10年 以上 の歳

月を経 て、 ようや く安定 した評価 と改 良のサ イクル

に突 入 しつつあ る。訳 質向上 に重要 なのは言語知識

の強化であ り、 この ため に、従来の ような開発者 の

直感 に頼 った職 人的 なや りかただけでな く、現実 の

デー タを反映 した知識 を機械支援 によ り獲得す る工

学 的方法 を本格的 に導 入すべ き時期 に来 ている。次

のブ レー クス ルー はこの延長線上で起 きる可能性が

高い。これは、機械翻訳 に限 らず 、検索 、要約 な ど

言語処理技術 一般 にも言 えるこ とで ある。

 そ の前提 となるのが現実の言語 デー タ、特 に形態

素区切 りや品詞 などの言語情報が付与 された大規模

なコーパスである,,こ の種の コーパ スは、欧米で は、

7そ の 他 、JEIDAに よ る対 訳 コー パ ス作 成 プ ロ ジ ェ ク トな ど数 種 の プ ロ ジ.Lク トが 存 在 す る
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人文科学 と工 学分野、 また学 界 と産 業界に共通の イ

ンフラ として公的な援助 をベ ースにここ10年 で大 き

く開発が進 み、その成果が広 く還元 され、英語 を対

象 と した研究 開発が大 きく進 歩 しつつ ある。 一方、

日本で は、コーパス収集の環境整備がや っ とは じま

った段階 であ り、残念 なことだが その立 ち後 れは明

らかであ る(図2参 照)。

3 市 場

3.1 国 内 の市場動 向

3.1.1 シ ス テムの普及度

 イ ンターネ ッ トの発達 に牽引 されて近年急激 にパ

ソコ ンが普及 して きた。現在 日本 国内 で年間 約700

万 台 のパ ソコンが販売 されてい るが、その大部分の

モデ ルに機械翻訳 ソフ トが プ レインス トールされ て

い る。 イン ターネ ッ トによって居 なが らに して世界

中の情報 にアクセスで きるようになった ため 、現実

に一般ユ ーザ に とって も外国語 に接 す る機会が急増

し、情報 を 日本語 に翻訳 して取得す る必要性が生 じ

て きたためで ある。 この事実か らみて も、機械翻訳

ソフ トはグローバ ルネ ッ トワー クと接続 され た計算

機環境 にとってす でに必須 アイテム となって いる。

3.1.2市 場 規模

 日本で は、現在約20社 が機械翻訳 システムを商 品

化 してい る。 各社 の売上 を合計 した国内の機械翻訳

市場 は現在約30数 億円 から40億 円規模 と推計 されて

い る。パ ソコ ンにプ レイ ンス トールされ る場 合、一

台あ た りの ソフ トウエ ア単価 は小 さいが 、数百万台

のパ ソコ ンが対 象 となるため 、それ だけで も10数 億

円か ら20億 円の規模 の売上があ る。 また独立 のパ ッ

ケージ ソフ トは1万 円か ら数万円で販売 されている

が 、各社 の売 上を合計す るとや は り10数 億円 を越 え

る売上が ある もの と推定 されている。

 従 って、主要ベ ンダ各社 はMT部 門で ほぼ単 年度

黒字 を達成 しつつあ り、その中か ら開発 費を捻 出 し

て改 良を継続 している状況 となっている。

 今 後 さらに インターネ ッ トが浸透 し、パ ソコ ンの

普 及が進 むので、2000年 に は機械 翻訳市場 は100億

円 を越 える規模 に拡大するこ とが予 想 されている。

3.1.3対 象 言語

 日本における機械翻訳 システムの対象言語 は 日本

語 と英語が大 多数 を占め る。 これ は、文書 を英語で

書 く必 要のあ る割合 、英語で 書か れた文欝を読 む必

要のあ る割合が 、他の言語の場合 と比較 して圧倒的

に多いためであ る。 しか し日本 と経済的 に密接 な関

係 があ る国は英語圏ばか りでは ないため、話者 入口

の多い英語以外 の 言語の翻訳ニー ズも高い,,実 際、

韓 国語 、中国語 を扱 う翻訳 システム も登場 している、,

またスペ イン語 や フランス語 などを含めた 多言語翻

訳 の研究 も進みつつある、,

3.2 海外 の市場動向

3.2.i ヨー ロツノΨ

 ヨーロ ッパは多言語使 用地域で あ り、古 くか ら言

葉の研究の伝統 がある。 この ような背 景に より機械

翻訳の研究 開発 も活発 で、最近では、ベ ルギーのL

&H社 の ように音声技術 と言語技術 を合わせ持 つ企

業の活動 も活発 化 して きている。 インター ネッ トの

普及 によ り英語 か ら各国語へ の翻訳の ニーズが高 ま

ってい るの も日本 と同様 である,,

 1996年 にEuropean Commissionに 提 出 された報告

に よる と、36言 語対 に対 し15QのMT製 品 が 入手可

能であ り、合計 数百万のユ ーザが低f面格 製品を購 入

した。製品 の数 や言 語対 が急速 に増 える傾 向にはな

いが 、既存 のベ ンダは言語対 の追加 を継続 している。

 European Commission(Telcmatics Program>で は 、

言語処理技術 を、すべ ての企業が ネッ トワー ク経 由

で グ ロ ー バ ル マ ー ケ ッ トに ア ク セ ス 可 能 な

Electronic Commerceの 時代 における基盤技術 の一つ

と位置づ けてい る。通信や決済等 の インフラが 整備

された 後 にcriticalな 課 題 として残 るの は 言語 を介

した人間同士の コ ミュニケー ションで あ り、特 に異

言語 間の コ ミュニ ケー ションを適 切にサ ポー トする

技 術 が 、多 言語 経 済 圏 で あ る ヨー ロ ッパ 内 部 で

Electronic Commerceを イ{髭進する うえで 、あるいは ヨ

ーロ ッパの企業が グローバルな競 争で生 き残 ってい

くために重要であ るとの考えか らである、,ここでい

う言語 処理技術 には 、機械翻訳をは じめ として、 ク

ロス言語検索 ・要約 などの異 言語 間情 報711E通技 術 を

広 く含 む,,

3.2.2 アメリカ

 アメリカは世界各国から情 報を収集する必要性か

ら機械翻訳に対する大きな国家投資が継続的に行わ
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れている。主要 な公的支援 と して軍事 関係資金 があ

る。現在の世界の紛争(懸 念〉地域 、例 えば、朝鮮

半 島、セルビアークロアチア、中近東 な どの情報 を

収 集す る必要性か ら、使用人口の観点 か らはあ まり

多 くないこれらの言語の研究 にも投資 が開始 されて

いる。 これ らはいずれ も英語以外の言語 を英語 に翻

訳する方 向である。

 公 的機 関を離 れて も、英語 を母国語 としない住民

の増加 と、英語 圏以外の国への インター ネッ トの普

及 とい う二 つの要因によ り翻訳のニー ズが明 らかに

増 大 している。前者の要因 によ り、例 えばオ ンライ

ンシ ョッピング用 のWebペ ー ジは、スペ イン語 な

ど英語以外 の主 要な言語で も用意する ことが常識 に

な りつつ あ る。 また、Altavista等 のWeb検 索 エ ン

ジンが機械翻訳 を標準のサー ビスと して搭載 し始め

ている ように、 インターネ ッ トが機械翻訳 の利 用を

動機づ けている状況 は日本や ヨー ロッパ と同様 であ

る。

4 技術的波及効果

4.1要 素技術のテキス ト処理への応用

 機械翻訳は自然言語処理の各要素技術を統合 して

作られる総合システムである、,したがって機械翻訳

の研究開発の過程で開発 された各要素技術は、隣接

関連分野に利用可能であり、実際広範な分野に利用

され始めている。

 例えば、日本語の文を単語に分割する形態素解析

技術は機械翻訳の第一フェーズとして開発され、最

高品質のソフトウエアでは約99%の 精度を達成 して

いると報告されている8。この形態素解析技術は、

例えば、テキス ト要約、テキス ト分類、テキス ト配

信のパーソナル化といった自然言語テキス トを扱 う

広範な技術分野で現在すでに使用 されている。

4.2 音声技術、文字認識技術 との融合

 音声認識技術は、従来は音声波形を人間の音声と

して認識する音響処理部 といわれる部分の研究が主

であったが、近年、言語知識を用いて認識率を高め

る言語処理部といわれる部分の研究が活発化 してい

る、,音声認識の言語処理部では、対象分野のテキス

トを単語分割して単語間のつなが りやすさを学習し

ておき認識時の語彙選択に使 うが、学習の際の単語

分割にも、認識時の語彙認定にも形態素解析技術が

活用されている。音声認識の音響的優先度、言語処

理における優先度を統一的に扱う枠組も機械翻訳 ・

自然言語処理の研究の中で開発されてきた。

 また音声合成技術は、テキス トの構造を認定 しそ

れを音声として出力する技術であるが、その第一段

階のテキス ト解析で用いられる技術は、辞書構築技

術、形態素解析技術、構文解析技術など機械翻訳の

解析技術と共通する要素が多い。音声合成技術は機

械翻訳技術と独立に発達 してきたが、その高度化に

向けて今後これらの分野の融合が進むものと考えら

れる。

 音声認識技術と翻訳技術を融合させることで、人

間と機械が対話する自然言語対話システムの研究 も

盛んになってきている。この場合、翻訳技術は人間

の言葉を理解 しそれを機械の言葉に翻訳する技術 と

して使われる。言語理解の実用化にはまだ課題が多

いが、機械翻訳の研究を通 じて言語理解技術を発達

させることにより、翻訳品質を向上 させるだけでな

く、対話システムへの応用が期待されている。また

対話システムにおいて機械の応答する文の出力技術

には、機械翻訳で培われた言語生成技術が応用 され

る。

 さらに音声認識技術、機械翻訳技術、音声合成技

術を融合 させたシステムとして人の話 した言葉を別

の言語として音声出力する自動通訳システムが研究

され、すでに試作システムもい くつか構築されてい

る。自動通訳システムが対象とするのは、従来機械

翻訳が対象としてきた書き言葉とは性質の異なる話

し言葉であるため、技術の融合と共に、言語現象の

さらなる分析研究が必要である。自動通訳システム

の実用化にはまだ越えなければならない課題が多い

が、一般ユーザの関心の高い夢のある技術である。

 また手書き文字を読みとって認識する文字認識技

術は現在までは入力図形と標準パタンとの照合に技

術開発の中心があったが、認識率が90%を 越えつつ

ある現在、今後の さらなる認識率の向上には言語知

識との融合が必須である。

 今後数年のうちに、音声技術、文字認識技術は真

に実用化の時期を迎えると予想されるが、それを支

8京 都 大 学 のJUMAN、 奈 良 先 端 大 の 茶 籠 、 NTTのjTAGな ど
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援するのが機械翻訳を中心とする自然言語処理技術

であるといえる。

4.3 多言語辞書の応用

 現在の情報検索は単一言語内に限定 して行われる

のが普通であるが、今後はインターネット上の外国

語情報を我 々の母国語である日本語で検索 ・収集す

るニーズが増大することが予想される。言語の壁を

またがって、検索対象テキス トの言語 とは異なる言

語で情報検索を行 う技術はクロスランゲージ情報検

索9技術 と呼ばれ、クロスリンガル情報流通の柱 と

なる技術であるが、そこでは機械翻訳技術、特に多

言語辞書が必須の言語資源 として重要な位置を占め

る。

 クロスランゲージ情報検索の一般的な構成では、

まずユーザが与えるキーワー ド(検 索式)を 外国語

キーワー ドに翻訳 して検索を行 う。このためには多

言語辞書を参照する必要があり、キーワー ドの翻訳

の質は辞書で決 まると言ってよい。 また、検索 され

てきた結果のテキス トを日本語に翻訳することも必

要であ り、これには機械翻訳 システムが使われる。

キーワー ド翻訳の際には正 しく意味が伝わるような

訳語を選ぶことが重要だが、これには機械翻訳の訳

語選択技術が応用できる。 もちろん、入力が文とは

限らないし、一つの入力キーワー ドに対して訳を複

数与えてもかまわないなど、機械翻訳 と異なる部分

も多いため、発展のためには情報検索技術 と機械翻

                図3

訳技術という異なる技術分野の融合が必須である、,

4.4 コ ー パスの応 用

 機 械翻訳の高度 化のために開発 された 自然言語 コ

ーパ スは 、言語処理技術 …般 に適用可能な リソース

と して広 く応用で きる、、欧 米では古 くか ら言語技 術

の重要性 に対す る認識 が高 く、 コーパスを中心 とし

た言語資源の充実が早 くか ら行 われている、,コーパ

スは機械翻訳の研究 だけで な く、一・般 の学習用の 辞

書 や自然言語処理技術全般 に広 く応用 されている、,

実 際 、古 くか ら欧米での コーパ ス研究は 人間の学習

者が使 う辞書記述 に応用 されてい る,,コ ーパ スを分

析 して、個 々の単語が どの ように使われ るか を実例

文 、頻度 な どで示 した辞書が出版 されてお り、学習

者 の理解 の大 きな助 け にな っている、、

 以 上 の ように、機械翻訳は、単独 システム と して

の利用 だけでな く、 自然言語処理技術の統合 システ

ムと して、他の非常 に広範の分野の技術 と融合 し、

応用 されつつある。

5 今 後 の動 向 と将来への提言

5.1ク ロス リンガル情報流通

 イ ンター ネッ トに代表 され るグローバ ル情報 ネ ッ

トワークの発達 と、パー ソナ ルコンピュー タの 普及

によ り、世界中の情報が各国の 言語で きわめて広範

囲 に流通 する時代 に突 人 した,,情 報 ネッ トワー クの

普 及 と経済 の グローバ ル化 によ り国 と国 を隔てる地

機械翻訳の技術的波及効果

           言語認識

魎 〕〔タグ儲 ・一パス〕

〔シソーラス〕 対訳コーパス

            B欝

●●

書語の認識 ・理解 ・

変換方式の研究開発

唾 〕鱗蛾朧

言語情報流通

00
● ●

言語理解
0
・

9Cross-Language Information Retrieval
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勢的 ・政 治的 な障壁が急速 に消滅 しつつ ある中で 、

今後 も残 る最大の障壁 は言語の壁であ り、言語の壁

を越 えた情 報の受信/発 信/流 通、す なわち クロス

リンガルな情 報流通 をサポー トし促進す る技術の重

要性 が高 まっている,,そ の ようなニ ーズに応 えるた

めには様 々な自然 言語処理技術 を統合す るこ とが必

要で あ り、そのなかで も機械翻訳技術は クロス リン

ガル情報流通技術 の中心 と して重要であ る、,機械 翻

訳技術 で培 った要素技術 と言語変換の基礎技術 ・資

源を、情 報検索技術 、テキス ト要約技術 、テキス ト

分類技術 、テキス ト集配信のパ ーソナル化技術 な ど

と統 合 して初めて クロスリンガル情報流通 の時代 の

自然 言語処理技術 の構築が可能 となるの である。

 各 国の状況 を見る と、欧米で は機械翻訳 を中心 と

する 自然 言語処理技術 の重要性が認識 されてお り、

その基盤研 究への公的資金の投 入が継続 されている。

ヨー ロッパは多言語地域 としての特 質か ら翻訳 の需

要が非常 に高 く、それを効率化す るため 、機械 翻訳

等の 自然 言語処理技術 の研究が推進 されている,,米

国では、政治、経 済、技術 、軍事 といった種 々の分

野の世界中の情 報 をいちはや く収集 し、世界に先駆

けた戦略 を実行す るため 、多言語処理の研究 が盛 ん

に行 われている、,

 これに比べ 、 日本は、言語処理技術 の重要性 に関

する認識 が希薄である、、特 に、言語処理技術 を基盤

技 術 として[#1期 的 に育成 してい くとい う発 想に乏

しい ように思 われる。 グローバ ル情 報ネ ッ トワー ク

の上では、地理 的な距離 は捨象 され 、言語 的な距 離

が最大の障壁 として クローズア ップ される。 この点

で 日本は もともと不利 な状況 にあるに も関わ らず 、

課題の認識 と対処 の両面で欧米 に遅 れを とっている

のが実情 である、、今後 、あ らゆ る活動が グローバル

化す る状 況 トで、 白らのプ レゼ ンスを示 し世界の中

で主要な役割 を果た してゆ くため には、 日本こそが

率先 して クロスリンガル情報流通の 重要性 を認識 し、

それ を支える技術へ の継続投資 をすすめ るこ とが き

わめて重要である と考える、、

5.2 企 業 ・機械翻訳ユーザの立場

 オ ンラ インで得 られる世界中の情 報の9割 が英語

とい う現 在の情 報社会において 、企 業と しては、一

般 の人が 言語 の壁 を乗 り越 えて 自由 に世界中の情 報

を知るこ とがで きるよ うなシステム構築技術 を開発

す るこ とが課 題 となっている。十分 に実用的 な機械

翻訳 システムを構 築す るためには、辞書や文法 の充

実が必 要不可欠であるが、現状 の開発方法で は限界

に近づ いてお り、それを打 開するための大量 の言語

資源 が必 要な状況 にある。翻訳 のための資源 として

は対訳 コーパスが もっ とも有用だが、 この種 のコー

パスは きわめて少ないため、公的機関 と も連携 を と

りつ つ、積極 的かつ継続 的な収 集 を行 う必 要が ある。

 機 械翻訳ユ ーザは、基本辞書の他、ユ ーザ辞書 と

して自分 が よく使 う文書に現れ る単語 などの翻訳知

識 を蓄積 しているが、全国のユーザのユ ーザ辞書が

共有 で きる ようになれば、 さらに辞書の充実が はか

れるだろ う。 また、機械翻訳 シス テムへの フ ィー ド

バ ックも重要である。

5.3 言 語 資源の充実

 日本語 や英語 といった 自然言語 は、人類 の歴 史 と

共に自然 発生 した ものであ り、人間が意図 して設計

し構 築 した ものではない。 この意味で 、物理 や化学

の現 象 と同様 の、一種の 自然現象であ ると見るこ と

がで きる、,したがって言葉の研 究は 、自然現 象の場

合 と同 じく、 まず事実 の収 集 ・観察か ら始 めなけれ

ばな らない、,実際 に言 葉が使 われてい る状況 を広 く

観察 し、個 々の語 の振 舞いを詳細 に記述 し、その背

後にある規則 をモデル化する ことによって初め て、

言葉 を技術 として取 り扱 うこ とがで きるよ うになる。

この意味 で、コーパスの研 究は 自然言語処理技術 に

とって最 も基本的な研 究分野であ り、 コーパスをは

じめ とす る言語資 源は、人文科学 と工学分野 に共通

の、 また学術 界 と産業分野に共通の イ ンフラ として

非常 に価値 の高い ものである。

 しか し、大規模 な コーパスの構築 には、膨大 な人

的 ・時間的 コス トがかかる。 日本語や英語の場 合、

数万語 か ら数十万語が 日常 的に使用 され る。特 に重

要で使用 頻度 の高い数万語 の単 語の使われ方 を調べ

るため に、仮 に各単 語の使 用例 を100例 ず つ 集め た

として も、数百万の例 文が必 要 となる。実際 には、

日常 会話 か、学術論 文か、株価 のニュー スか、新聞

記事 か、 といった語 られる内容(ド メイン ・分野)

の違 いによって、使用 される語 彙や表現が大 き く異

なるので、それぞれに対 して百万規模の例文が必要

とな り、全体 として必 要なコーパスは非常 に大規模

となる,、コーパス構築 のための言語 処理技術が高度
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化 してきたとはいえ、形態素解析、構文解析等の精

度は まだまだ100%に は達 してお らず、 したがって

生のコーパスに品詞や文構造など必要な情報 を付加

するためには、一旦、タグ付与ツールや構造付与 ツ
ールを使 って情報を付与 した後、必ず人が目で見て

チェックするとい う人的コス トが必要となる。

 さらに著作権の問題 もある。一般に、一定量以上

の質の良い言語データは、自然言語処理の研究機関

とは異なる出版社や新聞社で開発される。そのため、

言語データを利用 したい場合、ユーザは個別にデー

タ保持者と著作権や価格を交渉 しなければならず、

多大な労力がかかる。また著作物を言語データとし

て自然言語処理技術に利用するという使い方が、デ

ータ保持者が今まで想定 していなかった利用形態で

あるため、未だデータ提供の一般的ルールが出来上

がっておらず、データ提供が円滑に行われないとい

う問題が存在する。

 コーパスの構築には上記のような問題点があるた

め、一つの機関が単独で十分な量の大規模 コーパス

を構築するのは困難である。そこで自然言語処理に

関係する機関が協力して研究環境を整える必要があ

る。

 米国、ヨーロッパはコーパス研究環境の整備の点

で大幅に先行 している。欧米の電子化コーパスの収

集は20年 以上の歴史を持ってお り、公的機関の後押

しに よって数億語規模の タグ付 きコーパス も既 にい

くつか構築 され利用可能 な状態 になっている、,米国

にはLDC (Linguistic Data Consortium)、 ヨーロ ッパ

にはELRA (Buropean Language Resources Associa-

lion>と い う会員制 コ ンソー シアムが設 立 されてお

り、双 方 とも公的 な支援 を受 けて活動 を行 ってい る、,

各所 で開発 された辞書や コーパ スとい った 言語 デー

タを集積 しそれ らの利用 を希望す るユ ーザ に配布す

るとい う仲介業 務 を行 って、言諾デー タの流通 を促

進 して いる。

 これ に対 し、 日本では コーパス を始め とする 言語

デー タに関 しては、 まだ収集 ・環境 整備の段 階であ

り、実際の コーパス収 集、 タギ ングは海外 に大 きく

遅れ をとってい るのが現状 である,、そこで 日本にお

いて も現在 「言語資源 コ ンソー シアム(GSK)」 の設

立準備が急 ピ ッチで進 め られている、,今後 は、言語

資源 コンソー シアムが仲介するこ とで、デー タ保持

者 との権利、価格の交 渉 も円滑化 されてゆ くこ とが

期待 され る。

 コーパ スをは じめ とす るC=1語資 源 は、人文科学 と

計 算機科学分野 に共通 の、 また学術 界 と産 業界に共

通の インフラで ある。政府機 関等 の公的機関 、大学

等の研 究機関、企 業が その重要性 を認識 し共同で整

備作 業 に取 り組 んで い くこ とが肝 要で ある、、
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技術早分かり

文法形式と語彙化

NEC C&Cメ デ ィア研 究所 山端 潔

1.は じめに

 機 械翻訳 システムの核になるのは言 葉に関す る知

識ですが、 この知識は通常 、辞書 と文法 とい う形 で

システム内部 に格納 されてい ます。 一般 に、辞書 に

は、 各々の単語 に対 して、綴 り ・品詞 ・意味 コー ド

・対応す る訳語 など語彙 レベルの情報が格納 されて

お り、文法 には、単語の並 びを どのよ うに構造化 し、

変換 ・生成 をどの ように進めるか といった一単語 を

超 えた部分の情報が格納 されてい ます。

 この ように、言語知識 を辞書 と文法 に分 けるこ と

は当然の ことの よ うですが、その境 界を具体 的に ど

こに置 くかは立場 によって異な ります。例 えば、変

形生成文法で は、言語知識は専 ら基 本 となる句構造

規則 と多数の変形規則 を持 った文法 部門によ り担 わ

れてい ました,,決 して辞書情 報が重要でないわけで

はないのですが 、語の統語的振舞 いは もっぱ ら個 々

の単語 とは独立 な文法部門の知識 として一般 化 して

記述 され てい たわけです。 これ に対 して、変形生 成

文法 の後継 と して登場 したGB理 論 で は、変 形 は

move一 α に極小 化 され、言語知識 の多 くは、許容 さ

れる構造 を制約す る複数のサブモ ジュール と語彙 部

門へ と移 され てい ます。特 に、語彙項 目が拡 大投射

原理 を通 じて文の基本的句構造 を支配す るこ とが 明

確 化 され てい ます。 さらに、LFGやHPSGな ど の

文法理論で も語彙部門が中心的な役割 を果 た してい

ます、,

 以 ヒは理論言語学の状況ですが、 より工学 的なア

プローチを取 る計算言語学で も、特 に近年、辞書 の

相対 的地位が 高 まって きてい ます、,その中心 にある

のが文法 の語彙化 とい う概 念です。文法 の語彙 化に

より、文法 を辞書 の中 に取 り込 む形でー二つを統 一す

るこ とが で きます。

 本 稿では、文法 の語彙化 について インフォーマル

な解 説を試み たい と思い ます、,多少テ クニカルにな

る点 があるか と思 いますが、 ご容 赦 くだ さい,,な お、

機械 翻訳 システムには言語変換 用の文法 も生成用 の

文法 もあ りますが 、本稿では、主に構文解析 を目的

とした文法を想定 して話を進めます。

 まず第2節 で一般的な文法形式について解説 して

準備 とします。第3節 で語彙化について解説 し、第

4節 で具体的な語彙化文法形式をいくつか紹介 しま

す。

2.機 械 翻訳 システムの辞書 と文法

2.1.文 脈 自由文法

 文 法形式 として もっ とも単純 なのは文脈 自由文法

(Context Free Grammar、 CFG)で し ょう。CFGは 、

VやVP、 Sな どの 品詞 に相 当す る シ ンボ ル(非 終

端記号)、単語に相当する シンボル(終 端記号)、シン

ボルを シンボル列で書 き換 える書 き換 え規則か ら構

成 されてい ます。文法適用は、ス ター トシンボ ルと

呼ばれる シンボルか らは じめて書 き換 え規則 を繰 り

返 し適用 し、右辺の シンボル を終端記号だ けに還元

する ことに よ りお こなわれ ます。図1は 、 自動詞文

と副詞の組合せ"nv∵nadv v"、"n adv adv v"な ど

nadv*vと い う単語列 を生成する文脈 自由文法の例

です(*は0回 以上の繰 り返 し)

S--NP VP

VP--adv VP

VP→v

NP--n

 図1

(1)

(2)

(3)

(4)

文脈自由文法の例

 こ こ で、S、 NP、 VPは 非 終 端 記 号、 adv、 v、 n

は 終 端 記号 です,,ス ター トシ ンボ ルはSで す。例

えば"nv"と い う単語列は、

   S→NPVP→nVP→nv (5)

   (1)   (4)   (3)

とい う順序で書 き換 え規則を適 用 して得る ことがで

きます。番号は矢印で適用 される書 き換 え規則の番

号ですU

 文 脈 自由文法の書 き換え規則は、左辺 をルー ト、

右辺 を葉 と して持つ高 さ1の ツリーで表現 する こと

がで きます。図2は 図1の 文法 に対 応する ツリーの
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集合です。書 き換 え規 則 を繰 り返 し適用す る操作 は、

ツリー を葉か ら生や してい く操 作 に対応 します。例

えば(5)の 書 き換 えは、図2の 右側の ツリーに対

応 します。書 き換 えのステ ップは、左側の ツ リー を

シンボルが一致する ノー ドで結 合す る操作 に対応 し

ます。

  S      VP

/¥/¥
NP  VP adv   VP

VP

v

NP

n

図2 文脈自由文法のツリー表現

  S

/¥NP VP
NP

n

VP

S

    /¥NP VP
⇒

n

 V

図3 ツ リーの合成

v

 この ように、文脈 自由文法は、 ツ リー とツ リーの

結合操作で定義す ることもで きるわ けですが 、この

定義 は自然 に任意の高 さの ツリーへ と拡張で きます。

一般 に、シンボルをノー ドに持つ任意 の高 さのツ リ

ーを基本構成要素 とし、 シ ンボルが 一致 する ノー ド

で二つ のツリーを結合す る操作 を基本操作 とす る文

法 が定義で きます。 この文 法 は、Tree Substitution

Grammar(TSG)と 呼 ば れ 、最 も 基 本 的 なTree

Grammarで す 。 シ ンボル 列の 生成 能 力の 点か らは、

任意 のTSGはCFGと 強 い意味 で(構 造的 に)等 価

です。

 も ちろん、実 用的 な文法 を書 くに はTSGで は 不

充分で、 ノー ドにシ ンポルではな くもっ と複雑な情

報、例 えば素性構造 を持 たせ るのが普通 です。例 え

ば、ユニ フィケー ション文法 は、 シンボ ルの代わ り

に素性構 造を持 ち、ッ リーの結 合のチ ェックには、

素性 構造間のユニ フィケー ションを用い ます。

2.2.Tree Adjoining Grammar

 TSGを 拡 張 す る方向 と して、 シ ンボ ル を素性構

造 に置 き換 えるので はな く、ツ リー どうしの結 合演

算 を拡張す るというアプローチが あ ります,,こ の よ

うな拡 張 に関 して は、ペ ンシルベニ ア大学 のJoshi

ら に よ り開発 されたTrcc Adjoining Grammar(TAG)

が 有 名です。

 TAGも 、TSGと 同様 、 ノー ドに シ ンボ ル を持 つ

ツ リー を基本構成単位 と し、 ツリーの結合 を基 本演

算 とす る文 法形式 です が、TSGの よ うに シンボ ル

を媒 介に して ツリー を上下に連結するだけでは な く、

一方 のツ リーを他方の ツリーの内部に 「割 り込 ませ

る」演算(adjoining)が 定 義 されてい るのが特 徴で

す。 具体 的 には、通常 の ツ リー(initial tree)に 加

えて、adjoin演 算 用のauxiliary treeが 構 成要素 に含

まれ ます。Auxiliary treeは 、 ルー トと葉の ノー ドの

一つが同 じシンボ ルを持 ち、 これ と同 じシンボ ルを

持 つinitial treeの 内 部の ノー ドに 「割 り込 む」 こ と

がで きます。

讐

v

x具

Y

Y*

＼
y* ＼

図4 TAGに お けるagjoinの 操 作

 図4は こ の 「割 り込 む 」adjoin操 作 を 説 明 す る 図

で す 。xを ル ー ト とす る 左 の ッ リ ー が 割 り 込 ま れ る

initial tree、 ル ー トと 葉 っ ぱ に シ ン ボ ルyを 持 つ 右

の ッ リ ー がauxiliary treeで す 、,左 の ツ リ ー の 内 部 に

は シ ン ボ ルyを 持 つ ノ ー ドが あ り ま す 。adjoin演 算

は 、 左 の ツ リ ー をyの ノ ー ド で 上 ド に 分 割 し、

auxiliary treeを 割 り込 ま せ ま す 。 も と も とyの ドに

あ っ た 部 分 は 、auxiliary treeのy*の 下 に ぶ ら ドが
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ります。TAGで は 、このようなadjoin演 算 と、TSG

式 の 結合演算 を繰 り返 しなが らツ リーを成 長 させ て

い きます。

 この演算が導入 された主要な動機 は、長距離 依存

現 象の扱 い にあ り ます。例 えば英語 のWH疑 問 文

で は、

     What do you think he bought

の よ うに、本来は動 詞の 目的語 であ る はず のwhat

が 動 詞buyか ら遠 く離れ た位置 にあ らわれ ます。 こ

の距離 を超 えてwhatがbuyの 目的 語で あ るこ とを

認定 で きない と、正 しい解釈 を得 ることがで き ませ

ん。 さらに、一般 に

    What do you think she said he bought

の よ うに、WH語 と動詞の間には任 意個 の動詞が 入

り得 るので、WHが 移動 した全ての可 能なパ ター ン

をあ らか じめ文法規則 として用意 してお くとい う対

処方法は とれ ません。

 長 距離依存は、例 えばGB理 論で は、whatがmove

一α によ りbuyの 目 的語位 置か ら繰 り返 し文 を超 え

て文頭位置 に移動す る、 とい う説明を行い ます。あ

るいは、HPSGで は 、 buyの 目 的語位 置の単 語 の欠

落が素性伝播の原則 に従 って ツリーの上 を伝達 され、

最終 的にwhatと 出 会 って空所 が埋 まる、 とい う説

明 を します、,どちらの説明 も、単純 な句構造文法の

枠 には納 まらず、movementや 素 性 の伝播 とい った

別 の道 具を必 要 とします,,

 TAGで は 、 adjoining操 作 が 導 入 されて い るおか

げで、句構 造文法 の枠内で この現象 を説明す ること

がで きます 。そのためには、動詞が主語 と目的語 を

取 り込 むこ とを示す通常 のツリーの他 に、

        what does he buy

の よ うに 目的語がWH化 され てその 文の 先頭 に現

れる ことを記述するッ リーをinitial treeと して用意

してお きます,,そ して、do)you thinkやshe saidの よ

うに間に挿入 されるツ リーをauxiliary treeと して用

意 して お き ます。遠 距 離 依 存 構 造 は、こ れ らの

auxiliary treeをWH語 と残 りの部分 の間にa(ljoin演

算 で挿入 してい くことによ り生成す るこ とがで きる

のです、,この ように、ヘ ッ ドの単語が周囲 の語 を支

配す る局所的構造 をあ らわす ツ リー と、実際 の文で

支配の局所性 を壊す原因 となるツ リーを別 々に記述

し管理す ることがで きるのがTAGの 特 徴 です。

2.3.依 存文法

 句構造文法としば しば対比 される文法形式に依存

文法があ ります。依存文法は、単語 と単語を直接依

存関係で結んで構造化を行う文法形式です。図5に

依存文法による解析の一例を示 します,,句 構造文法

との最大の違いは非終端記号に相当する中間ノー ド

がないことです。そのため、依存関係を結ぶ順序 を

可変にするのが容易であるという特徴があ り、日本

語のように語順に自由性が高い言語の文法記述にし

ばしば用いられ ます。

 依存文法は、単語の内部にすべての文法情報が格

納 されている点で後述の語彙化文法の枠組みにそっ

てお り、語彙 と文法を統合した確率モデルを作るの

が容易であるなどの利点があるため、最近では、英

語など従来句構造文法が主流であった言語の文法記

述にも使われることが多くなってきてい ます。

He likes the octopus

図5 依存文法による解析例

3.文 法の語彙化

 実際にあらわれる言葉は実に多様なので、文法開

発を進めれば進めるほど規則の数は増えていきます。

その一方で、文法規則を増やせば増やすほど、解析

結果の曖昧性が増えていき、正解を選択するのが困

難になります。文法が実用的であるためには、構造

記述能力が高いだけでは不充分で、適切な曖昧性解

消が導入できる枠組みになっていなければなりませ

ん。

 一般に、曖昧性解言削こは具体的な語彙項目の情報

が非常に重要です。例えば、動詞がどのような補語

をとるか、どのような名詞が主語になりやすいかな

どは、抽象的な構造規則だけからは決めることがで

きません。

 文法の語彙化は、文法 と辞書を分離せずに、一体

の形式 として扱おうというアプローチです。構造の

記述能力が増えるわけではあ りませんが、曖昧性解

消や文法開発の観点から利点が多いので、最近では

多くの文法開発プロジェクトで採用されるようにな

りつつあります,、

 語彙化した文法では、文法はすべて辞書の中に語
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彙 と関連付 けて格納 されます。正確 には、語彙 化文

法 は以下 の要素か らなる文法 と して定義 され ます 。

 1)各 々が語彙項 目と関連付 けられ た有限個 の構

  造

 2)構 造 を結合す る演算

ここで構 造 とい っているの は、TSGやTAGの ツ リ

ーに相当 し
、演算 はツリーの結合の ことです。構造

は、通常 、関連付 けられた語彙項 目の辞書の 中に格

納 され、その語彙項 目と一緒 に辞書か らロー ドされ

ます。

 この構成か ら明 らか にわかる ことですが、語彙化

文法 には、入力単語 と無関係な文法規則 は最初か ら

システム にロー ドされ ない、 とい う利点があ ります。

そのため、文法が大 き くなって もパ フォーマ ンスが

落 ちに くくな ります。文法開発が進 むと、あ るとこ

ろか ら個別語 に特有の詳細 な文法 ・表現 を記述 して

い く必要があ りますが、 これ ら個別語専用の文法規

則 をい くら増や して も他の語の処理 に影響 を与 えな

いわ けで 、これは重要 なポ イン トです。 また 、熟語

も、複数の語彙項 目と関連付け られた文法規則 と し

て、 この枠組みで 自然 に記述で きます。

 別 の利点 と して 、文法開発の見 とお しが よ くなる

とい う利点が あ ります。文法規則 とい うの は、様 々

な単語の振 る舞い を観察 してい る中か ら一般化 して

作 られるものです。文法開発者が苦労す る点 の一つ

は、その規則が どこまで一般化で きるのか 、その境

界 を正確 に見極め ることにあ ります。 これが狭す ぎ

れば、あ る単語が その文法規則か ら取 り残 されるこ

とにな ります し、広す ぎれ ば過剰 に文法規則が適用

され て しまい 、誤 った結果 を出力す ることにな りま

す。語彙化 されていない文法で は、適用 され るべ き

単語 にマ ーク(一 般 には属性 一属性値の組)を 付与

してお き、文法規則中で このマ ークをチ ェ ックす る

こ とによ り規則適用 を制御 しますが 、このマ ー クが

増 える とだんだん管理 し切 れな くなって きます。 そ

れに対 して、語彙 化文法で は、マ ークを介 した間接

的な制御 ではな く、直接 「この単語 にはこの文法 を

適用す る」 と直接 対応 させ て しま うわけです か ら、

管理 がず っ と簡単にな ります、,その代償 として、同

じ文法規 則をた くさんの単語 に繰 り返 し書かなけれ

ばな らない、 とい う欠点が あ ります が、これは ソフ

トウェア的に別の方法 で対処可能です。

 別 の重 要な利点 として、曖昧性解消 の際 に、語彙

の情 報 と構造の情 報の双 ノ∫を容 易に不1川1できるこ と

があ ります。特 に、近年盛 んに研究 されている、確

率モデル による曖昧性解消 におい て、語彙項 目に関

わる確 率 と構造 に関 わる確率の双 ノ∫が 自然 な形 で融

合で きるとい う利点があ ります、,

 曖 昧性解 消は 、自然 言語処理の最 大の問題の 一つ

ですが、近年、電 子化 された コーパ ス(文 例 集〉が

大 量に手 に入る ようになったの にと もない 、大FII'1の

デ ー タを統計処 理 して曖昧性 解消 に利川す る研究が

盛 んに行 われてい ます、,基本的には、曖昧性解消 を

したい対 象物 、例 えば統 語構 造の 集合 に確率構造 を

導 入 し、実際 のデー タか ら具体的な確 率分布のパ ラ

メ タを推 定 します。例 え ば、確 率 的 文脈 自由 如 去

(PCFG)で は 、文法 規則 を単位 に確率 を付 与 し、

木構造の確率 は、その構 造の構成 要素である 文法規

則の確率の積 として計 算 され ます 、,ところが、構造

と して は同 じで あって も、周 囲の環境 で構 造の現れ

やす さは異な ります,,例 えば、that節 補 語 を とる動

詞の格パ ター ン規則

     VP→V thatC

が あ ったと して、これが どの動 詞に属 する規則かで

そのあ らわれやす さは まった く異な ります,,つ ま り、

V以 下 にどの よ うな語彙項 目が展 開 されるかに依存

す るのですが 、 ヒ記の文法規則を単位 に確 率 を付'チ

す るので は、この ような語彙 的な傾 向を とらえる こ

とがで きませ ん、、一方、 この規則 の動 詞部分が語彙

化 され て、

     VP-一"think"thatC

     VP-一"believe"thutC

の よ うに別 々の規則 として、曇}・かれていれば、これ ら

にお互 いに異なった確率 を'」・えてこの語彙 的傾向 を

とらえるこ とがで きるわけです,、

 第一 章で説明 した ように、理論lf語 学 で も4・」構造

の大枠 は語彙 が 支配する枠組 みになっている ことを

考 えれば、適切 な句構造の選択 のために語彙の情 報

が必須 であ るの は当然 とδえるで しょ飢 、語彙化 文

法 は、 こうした 文法 と語彙の関連 を自然に捉え るこ

とので きる枠組み となってい ます、,

4.語 彙 化 文法のい ろい ろ

 本節 では 具体的 な語彙化 文法についてい くつか紹

介 します、,
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4.1.文 脈 自由文法 と語彙化

 単 純 な文脈 自由文法 に対 しては、対応する語彙化

が簡単 に作 れ ます。例 えば 、図6は 図1の 文法 を語

彙 化 したTSGで す 、, CFGとTSGが 等 価であった こ

とを思 い出 して くだ さい,,

  S          VP

/＼ /＼
VP    NP     adv    VP

  /¥
 adv   VP

VP  NP

v

図6 図2のTSGの 語彙化の例

n

して動詞 と関連付 け られてい ます。

  S

/¥
NP I VP

  /¥
  v  NP 1

1

  S

/¥
NP I VP

  /黛 ＼
  v  NP I  NP 1

1
buy             buy

  (a)          (b)

 図7 LTAG動 詞に付随するツリーの例

 一 般 のTSG(CFG)に 対 しては、対応 す る語 彙

化(LTSG)が 存 在 する とは限 りませ ん。 これは、

LTSGで は 、任意の ツリーの ルー トか ら語彙項 目 ま

での距離が ある一定値(基 本 ツリーでの距離の最大

値)以 下で あ るの に対 し、 一一般 のTSGで こ れ を満

た さない ものが作れ ることか らもわか ります。一般

のCFG(TSG)の 語 彙 化は 、 LTAGと 同様 なadjoin

演 算 を追加 してTrec Insertion Grammar(TIG)に 拡

張 して考 えることによ り可能にな ります。

 また、自然言語の句構造規則には、通常 、ヘ ッ ド

の概 念 を導 入す る こ とが で き ますが 、この ような

CFGで は 、各規則 をヘ ッ ドの 単語 と関連 付 け るこ

とによって も語彙化が可能です、,

4.2.Lexicalized Tree Adjoining Grammar

 Lcxicalized Tree Adjoining Grammar(LTAG)は

TAGの 語 彙 化です。す な わち、すべ ての 基本 ッ リ

ーが葉の ノー ドの どこかに語彙 項 目 を持 つ よ うな

TAGと して定 義 され ます、,

 各 々の 単語 に付 随 す る ツ リー は そ の 単 語 の"

extended domain of l(,calitジを 表現 しています。す

なわ ち、 各語彙項 目は、自分の支配す る(通 常 は自

分 をヘ ッ ドとする)ツ リーを持 ち、自分 をヘ ッ ドと

して どの ような構造が生成 されるかを各語彙項 目が

知 ってい ます。

 図7(a)に 単 独の 直接 目的語 をとる格 フ レー ム

を持つ動 詞が持つ ツリーの例 を、図7(b>に:二 重

目的語 を持 つ動 詞のツ リーの例 を示 します,,さ らに、

これ らの ッ リー に受 身 変形 を行 った り、目的語 を

WH移 動 させた りした ツリーの 群 が必須 格パ ター

ンご とにあ らか じめ用意 されてお り、tree familyと

 現 在 も、ペ ンシルベニ ア大学で、ユニ フ ィケーシ

ョンベ ースのLTAGを ベ ー ス と した 英語 文法 開 発

が 進 んで お り(XTAGプ ロ ジ ェ ク ト)、辞書 、文 法 、

開発環境 等が フリーで配布 されてい ます。最近で は、

今年(98年)の8月 末 に最新の文法が リリース され

た ようです。

 XTAG関 連 で はい ろい ろ面 白 いア クテ ィビテ ィ

が ある ので すが 、その 中 か らSuperTaggingに つ い

て紹 介 してお きま しょう。従来は タギ ングといえば

品詞 タギ ングの ことであ り、 もっぱ ら構文解析前 に

統計 モデ ル等 を使 って品詞の曖昧性 解消 を行 うため

に使 われてい ま した。 ところが 、LTAGで は 、単語

の統語 的性 質は、品詞ではな く単語 に付随す るツリ

ーに よ り直接 表現 されてい ます
。そ こで、品詞 タギ

ングと同様 なテ クニ ックで、 ツリーの曖昧性 解消 を

や って しまお う、とい うの がSuperTaggingの 基 本

的なア イデ ィアです。SuperTaggingの 後 では、使 用

すべ きッリーが一意に決 まっているので、例 えば構

文解析 は単に これ らを結 合 して構造 化するだけの処

理 とな ります。LTAGに お ける品詞 とSuperTag(ツ

リー)の パラ レリズム とい うのは面 白い着眼点だ と

思 い ます 、,

4.3.依 存 文法

 依 存文法 は、単語 と単語 を直接依存 関係 で結 んで

統語構造 をつ くる文法形式 です。句構造文法 の よう

に非終端 記号による中間 ノー ドが ないため、文法 要

素は 自然 な意味で語彙項 目を含み 、その意味 で語彙

化の枠組み に合致 して います,,

4.4.Link Grammar

 カ ー ネ ギ メ ロ ン 大 学 のSleatorら に よ るLink
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Grammarは 、依 存 文法 に類 似 した形 式 を持 ち ます。

基本構成 要素は単語 と単語 を結ぶ 「リンク」です。

リ ンクは方向 と種類を持 ち、同 じ種類の リンクが出

会 うこ とに より単 語 どうしを結 んで構造 をつ くりま

す。単語 は単 なる リンクの束であ り、すべての統語

的性 質はこの束に よって完 全に表現 されてい ます。

純粋 な依 存文法 とは、ヘ ッ ドとデ ィペ ンダン トの区

別が ない等 の点 で異な ります。

 Link Grammarで は 、単語 にすべ ての構造 化規則

(リ ンク)が 書 いてあ り、それが文法 記述 のすべてで

あ るとい う意味 で、完 全に語彙 化 された文法の よい

例です。辞書(文 法)と パーサ ーがフ リーで公開 され

てい ます。最近 、パーサ ーを外部 のアプ リケー ショ

ンで利 用 で きる よ うにす る ため のAPI(Application

Program Interface)が 公 開 された ようです。

5.お わりに

 機械翻訳をはじめとする自然言語処理で用いられ

る具体的な文法形式について、形式の間の関係と語

彙化を中心に駆け足で説明 しました、,この分野は、

自 然 言 語 処 理 技 術 の 中 で も 最 も 形 式 整 備 の 進 ん だ 分

野 だ と思 い ます が 、 新 し い 概 念 や テ ク ニ ッ ク が 次 々

と導 入 さ れ て い る ア ク テ ィ ブ な 分 野 で も あ り ま す 。

そ の 紹 介 と し て 少 し で も お 役 に ウ1て ば 幸 い で す 。

 な お 、 煩 雑 に な る の を 避 け る た め に 、 詳 細 な 文 献

情 報 は 挙 げ ま せ ん で し た が 、 関 心 の あ る 方 の た め に

一 般 的 な ポ イ ン タ を 示 し て お き ます 、,

 ま ず 、TAG、 LTAG、 XTAG関 連 の 情 報 は 、

http;〃www.cis.upcnn.edu/

http://www.cis.upenn.edu/-ires/homepage.hUnl

hup;〃www.cis.upenn.eduノ ーline/homc.html

か ら 手 に 入 り ま す 。 レ ポ ー ト類 も フ リ ー でnpで き

る も の が 多 い で す 。

 Link Grammarに 関 す る 詳 細 情 報 は 、

http:〃www」ink.cs.cmu.edu/1inkノ

か ら ア ク セ ス で き ま す,、

 ま た 、 計 算 言 語 学 関 連 の 論 文 を 集 め た オ ン ラ イ ン

ア ー カ イ ブ がhttp:11xxx」anLgov/cmp-lg!

に あ り ま す 。 最 新 の 結 果 が 盛 ん に 投 稿 さ れ て い る の

で 、 関 心 の あ る 方 は ぜ ひ 眺 め て み て く だ さ い 、,

事務局だより
'98年3月 ～9月 に ご入 会 され た 方 々
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業界動向

産業翻訳業界概観

技術翻訳者 佐藤幸浩

は じめ に

 一般 的に 「翻訳」 とい うと、どちらか という と文

芸翻訳 の方面 か ら論 じられ る場合が多 い。教育現場

やマスメデ ィアで も翻訳 とい えば 、や は り取 り上 げ

られるのは文芸翻訳の場合が多い。 しか し、市場規

模 が大 きく、 また社会の現実 をよ り的確 に反映 して

いるのは、文芸翻訳で はな く産業翻訳であ る。 「産

業翻訳」 は、別名 「ビジネス翻訳」「技術翻訳」 とも

いわれる。 また、文芸、映画 、ビデオ、芸能 な どの

翻訳 を除いたすべ ての分野 を 「実務翻訳」 とい う場

合 もあるが 、市場 と翻訳の方法で大部分 は 「産業翻

訳」 と共通 している。

せて知識を習得する努力が必要となる。翻訳する ド

キュメントは、新製品や新技術であるため、そのな

かで使用 されている用語は、まだ世間一般に普及 し

ていない場合が多い。そのため翻訳者は、業界の最

新資料や インターネットなどを駆使 して、不明な言

葉を調査 しながら翻訳を進めている。

L3 新 製 品発売前後 に大 きな翻訳需 要

 技 術革新の ス ピー ドが速 い分 野では大 きな翻訳 の

需要があ る。例 として、パ ソコ ン用 のOSの 変遷 で、

MS-DOS→Windows 3.1→Windows 95→Windows 98

とい う変遷で は、 各段階でマ ニュアルや解説書の書

き換 え需要が あ り追加翻訳が でて くる。

1 産業翻訳の特徴

1.1 大量で納期と翻訳均質性が重要

 産業翻訳では、取 り扱い説明書や仕様書の翻訳が

多く、翻訳 ドキュメントの制作を製品の発売にあわ

せている。 また、文芸翻訳 とは違い 「翻訳」は 「作

品」ではなく、 「生産物」 としてとらえている。そ

のため納期 と均質性が きわめて重要である。

1.4 日本 人で も和文英訳 をす る

 翻 訳業界 には、「母国語 を ターゲ ッ ト言語 とす る」

とい う原則が ある。文芸翻訳 では この原則が よ くあ

ては まり、 日本 人が和文英訳す る ことは ほとん どな

い。 しか し、産業翻訳 では、和 文英訳 に大 きな需 要

があ り、加 えて英語圏 出身(英 語 ネイテ ィブ)の 翻

訳者が慢性的 に不足 している。 そのため 日本 人 も日

常的 に和文英訳 を している。

1.2 新概念や新語が次々に登場

 翻訳の対象が文字 どお り 「産業」であるため、翻  2

訳の対象は常に技術革新が進んでいる。翻訳者 も産

業にかかわっている以上技術革新のスピー ドにあわ

各分野の動向

表1に 、翻訳会社 ・翻訳事務所が取 り扱う分野の

表1 翻訳会社取扱い分野の比率

分 野

コンピュータ

電気 ・電子

機械 ・プラ ン ト

通信 ・精密

鉄鋼 ・エネルギー

医学 ・薬学

土木 ・建築

化学 ・環境

全体に占める割合%

1982年

8

25

32

5

4

4

iz

10

1992年

21

19

20

14

3

4

9

io

1997年

17

16

18

16

1

9

13

10

増減

増

減

減

急増

減

微増

横ばい

横ばい
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比 率 を示す。

 表1か らわか るとお り、ここ15年 間 でコ ンピュー

タと通信 ・精密の 占め る割合 が急増 している。電気

・電子 、機械 ・プラン トは、82年 には大 きな比率 を

占めていたが、徐 々に落 ち込 んで きて いる。鉄鋼 ・

エネルギー も減少、土木 ・建築、化学 ・環境 はほぼ

横 ばい、医学 ・薬学は微 増であ った。

 コ ンピュー タと通信 ・精密の増加は、明 らか にパ

ソコ ンとイ ンター ネッ トの急速 な普及 に呼応 してい

る。 それか ら、筆者の推 測であ るが、機械 や電気製

品 では内部 に必 ずマ イコンやデ ジタル回路 を使 用 し

ている。 そのため、機械 や電気製品 とはい って もマ

ニ ュアルや解説書 の内容 が コンピュー タ的内容 であ

る場合が ある。 この ことか ら、 コンピュー タの占め

る割合 は、表 に示す割 合 よ りも大 きい もの と考え ら

れ る。

 以 上か ら、これか ら産業翻訳に携 わ りたい人や、

現在携 わっていて業務 を拡 大 していこ うと考えてい

る人は、コ ンピュー タ、通信 ・精密の分野 に力 を注

ぐことをお勧 めする。

3 業界の特徴

3.1 ク ラ イアン ト獲得 にはコネが重 要

 翻 訳 業界 に限 っ'た話で はないが 、仕事 を獲 得す る

には コネが重要であ る、、一個 人が見ず知 らず の翻訳

会社 の求人広 告に応募 して も、 トライアルで たいて

い落 ちるか、あるいは仮 にその会社 に登録で きて も、

仕事 を もらうことは容 易ではない。産業翻訳 の業 界

で は、翻訳者 として独 立後、以前勤めていた会杜 か

ら仕事 を請 け負 うといったケー スや、知 人か ら請 け

負 うとい ったケースが非常 に多い。 また、パー トナ

ーや弟子が
、先生 か ら客先 を融通 して もらうとい う

ケース も多い。

3.2 下克上の業界

 翻訳業界は、事務所や会社の設立が比較的容易で

ある。経営者は労務管理を誤った場合、杜員が謀反

を起こしていとも簡単に独立する。その際に経営 ノ

ウハウ、顧客、登録翻訳者を奪 う場合が多い。

4 仕事の流れと業務

 図1に 仕事の発注元 か ら、フ リーランス翻訳者 ま

での仕 事の流れの経路 を示す、,ここでい う発注元 と

は、大手 メー カーや商社 、公官庁であ る、,ドキュ メ

ン ト製作 会社 とは 、印刷会社や出版会杜であ る。従

業員 も50人 以上で 、印刷 、編集、翻訳、営 業などの

図1 仕事の流れ

一 懲雛懸難 … 鑛

・、究 ゴひ' ・・冊 二'"}ウ'" ヒ ・  ''"    ・・' 博   ,'"

0

④

大学教員

⑧

0

0

ド キ ュ メ ン ト制 作 会 社

0

翻 訳 会 社

⑥

OO

大学院生 フリーランス翻訳者

一19一



図2 翻訳のプロセス

ソース言語
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(翻訳文)
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翻
訳

下訳文修正
r

lキ ー ボー ド

:

S-2

セクシ ョンに分れている会社であ る。翻訳会社は、

翻訳のみ 、あ るいは翻訳 と版 下作 成 を請け負 う会社

で 、3人 か ら5人 ぐらいの規模の会社であ る。

通常 、 ドキュメン ト製作 会社は、翻訳 ・版 下作 成 ・

印刷 をパ ッケー ジで請け負 う(①)。 その中か ら翻訳

の部分 を切 り分け、翻訳 会社や フリー ランスの翻訳

者 に発注す る(③ 、⑤)。翻訳 会社や フリー ランスの

翻訳者が発注元 クライア ン トと直接 の取 り引 きをお

こなう場合 もあ る(② 、④)。

電子データ

(下訳文)

T-1

 一 方 、一部 の翻訳者 の間で機械翻訳が試み られ て

お り、その場 合のプロセスは、S-1→S-2→T

-1→T-2(原 稿 を電子 デー タで受け取 った場合

には、S-2→T-1→T-2)と な る。今の とこ

ろ、T-2に 至 る までの時 間は従来の翻訳 プロセ ス

の方が速 く、 また簡便 である。 しか し今後、翻訳 ソ

フ トの改善が進み 、ス ピー ドの面で メリ ッ トがでて

くるか、あるいはデー タ保 存におけ る有効性 が高 ま

れば、機械翻訳 を取 り入れた翻訳 プ ロセ スが普及 し

てい くに違い ない。

5 翻訳のプロセス

6 英文和訳に役立つテクニカルライティング

 図2に 翻訳のプロセスを示す。最 も一般 的なプロ

セスは、S-1→T-2の プ ロセ スで 、紙媒体の ソ

ース言語(英 文和訳 では英語原稿)か ら
、 ターゲ ッ

ト言語(日 本語)の 訳文 をワープロに入力 してい く

方法である、,現在 、翻訳者の 多 くは原稿 を紙媒体で

受 け取 るこ とが 多いため 、多 くの翻訳者 はこの プロ

セスで翻訳 をおこなって いる。

 本 項で は、 日本語 テ クニ カルラ イテ ィングを取 り

上げてみ たい。 テクニ カルライテ ィングの手法は、

英文和訳の場合 に役 に立つ。 また、和 文英訳 で、原

稿の 日本文が わか りに くい場 合に、テ クニカル ライ

テ ィングの手法で 、原文の 日本語 を訳す る前にわか

りやす く書 きか えるというテ クニ ックに も応 用で き
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る 。

6.1 翻訳臭 さの少ない自然な日本語表現

 和文英訳においては、読み手は日本人なので、極

力違和感のない日本語に訳す。翻訳者でも熟練者と

初級者の違いは、自然な日本語表現ができるかでき

ないかという点に明瞭に現われて くる。ただし、例

外 もあ り、ソフトウェアのマニュアルでは直訳調が

好 まれる。

6.2 文中の漢字比率30%前 後が読みやすい

 文中の漢字比率は30%程 度が読みやす く、漢字が

多すぎると、見ためが黒々として心理的に抵抗がで

て くる。逆に漢字が少なす ぎると、意味を把握する

のに手 まどる。 しかし、ここでも例外はソフトウェ

アのマニュアルである。この種のマニュアルでは、

カタカナ語を多く使用 しなければならないため、漢

字の比率が相対的に下がる。

6.3 一 文 には一つの事 柄 を記述

 一 つ の文 にた くさんの事柄が書 いてある とわか り

づ らくなる。 そのため一文 には極力 ひ とつ の事柄 を

記述す るよ うにす る。例えば、原文 を下訳 して、「デ

ィスプ レイに電源 を入れ 、次 に外付 けデ ィス クユ ニ

ッ トの電源 を入れ、いちばん最後 に本体 の電源 を入

れ ます。」と訳 した とす ると、 この とお りにはせず 、

「最初 にデ ィスプ レイに電源 を入れ ます。」「次 に外

付 けデ ィス クユ ニ ッ トの電源 を入れ ます。」「最後 に

本体 の電源 を入れます。」とい うように分 けて書 くと

わか りやす くなる。

6.4 必 ず 一義 的 となる こと

 2通 り以上 に解釈で きる文 を書か ない。例 えば、

「青 い端子が光 る部品」 とせず、読点 をつ けて 「青

い 、端子が光 る部品」か 「青い端子が 、光 る部 品」

と書い て、意味が明瞭 になる ようにす る。

6.5 一文の文字数が50字以内を目安

 ひとつの文章が相当長い英語の原文は、翻訳する

際に二つの文に分ける工夫が必要である。分け方の

基準としては、一文の字数が50字 以内とする。ただ

テクニカルライティングでは50字 以内としているが、

筆者の英文和訳の経験上では、50字 以内に収めるこ

とはほ とん ど不 可能であ った。その ため 、筆者 は文

字数 の基準 を60字 以内 においている。

6.6 業界の習慣に従った表現

 一般的に原文の意味する内容 を自然な日本語に正

確に置き換えるのが質のいい翻訳である。 しか し、

業界の日本語表記の習慣に従わない場合、い くら質

がよくて も品位を落とす場合がある。放送業界に放

送禁止用語があるように、業界によって使用すべ き

ではない言葉があるので留意が必要である。一例 と

して家電業界では、根拠や数字を明確に表示 しない

場合、 「世界一」とか 「最高級」といった表現は、

使用 しないという習慣になっている。

6.7不 快 な印象 を与 える ような表現 は避 ける

 た とえ原文 に書かれてい ると して も、特別 な場合

を除いて、特定 に人に不愉快 な印象 をあた える表現

は、避 けるか娩 曲な表現 に書 き換 える。例 えば原文

を忠実 に訳 して、 「当社は、 イン ドやベ トナム とい

った後進 国か ら、 日本やア メリカといった先進国 に

まで 、幅広 く輸 出 してい ます。」とする よ りは、 「イ

ン ドやベ トナム といった国 々か ら、 日本やア メリカ

といった工業諸 国に まで、幅広 く輸 出 してい ます。」

というよ うに書 き換 える。

7 翻訳者が頻繁に直面する問題

7。1 和文英訳で原稿の日本語の質が良 くない

 和文英訳において、原稿の日本語の質が良 くない

ということは、以前より多くの翻訳者から指摘 され

てきている。質が良くない文章とは、何をいいたい

のかが明確でない文章、流れが論理的でない文章の

ことをいう。小説や随想であれば、論理はそれほど

問題ではない。 しかし、技術文や仕事文であれば、

論旨が明確で論理的であることに越 したことはない。

明確で論理的な日本語を書こうとすれば書 くことは

できる。 しか し現実には翻訳者に回ってくる日本語

原稿は、不明確で論理的性に欠ける場合が多い。で

は、なぜこのような日本語の文章がでまわるのか。

その理由として次の3点 をあげてみたい。

 1.学 校で 「人に説明する文章」や 「論理的な文

   章」を書 くための教育を受けてきていない。

 2.マ ニュアルや仕様書作成 といった業務は、企
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   業 内 で補助的作業 ととらえ られている。 その

   た め 、経 験の浅い杜員が担 当す る場 合が 多 く、

   経 験 豊富 な人が書いてはいない。

 3.企 業 内で質の高い 文章を書ける人が 、 ドキュ

   メ ン ト作成部門に配属 されている とは限 らな

   い 。 質の高い文章 を書 ける人は、たいてい自

   己 表 現が上手 な人で、この ような人たちは社

   内 で 開発 、企画、広報(花 形3K職)と いっ

   た 部 門で働いてい るケースが多い。

 原 稿の 日本語の質が よくない とい うこ とに関 して

は、書 く人の個人的表現力ばか りではな く、社 会の

構造的 な問題 も絡 んでい る。

 次 に、翻訳者 ・翻訳 コーデ ィネー タが どように対

応すれ ばよいか を検討 してみたい。根 本を解決 する

ような特効薬 はない。 しか し、ある程度 の工夫 に よ

って対処可能で ある。一つ 目として、英語 に翻訳す

る前 に、日本語 の原文 をテクニカルラ イテ ィングの

手法で書 き直す こと。二つ 目は、能力 の高い翻訳者

に訳 して もら うこと,、明確 さや論理性 に欠ける 日本

語 をその まま英語 に訳 した り、あるいは能力の低 い

翻訳者 に訳 して もらうと、後一L程の翻訳チェ ックで

必ず余計 な手間がかか る。

・ワープロの検索機能 の有効利 用

 (メ リッ ト:操 作が容 易 デ メリ ッ ト この機能

だけでは限界がある)

7.3 商取引上の問題

 発注側の問題 として、翻訳者に契約額を支払わな

いとか、経理上の都合で納期や支払 日を頻繁に変え

るといったことが指摘 されている。翻訳者側の問題

として、請け負った仕事を途中で放 り出すといった

ケースがある。

7.4 翻 訳 者の健康上 ・職業上 の問題

 肉体 的 ・精神的 問題 として、ほ とん どの翻訳者 は

OA病(目 の疲 れ、慢性 的肩 こ り、指 の不調)、運動

不足 、慢性 的なス トレス(締 め切 りと継続的精神労

働 に対す るス トレス)と いった問題 を抱 えて いる。

現実 問題 、30代 で突然死 に至った翻訳者 もい る。

 社 会的問題 として、翻訳 者には社会性 の欠如 して

いる人が 多い とい うこ とが指摘 されてい る。独立 開

業 しやす いため、唯我独尊 の人、会社や組織で従業

員 として向かない人が 翻訳 者になってい るので 、 う

なず ける話で ある。

7.2 訳 語 統 一の問題

 翻 訳者が苦労す るもう一一つの大 きな問題に訳語統

一があ る
。 ドキュメン トを通 しての訳語 の一貫性 は、

産業翻訳 、特 にコ ンピュー タ関連の翻訳 では重要課

題 であ る。 この課題 に対 して も特 効薬 はない。 対応

策 と して考 え られる次の方法 について検討 してみた

い。

・翻訳の段階で翻訳者が注意

 (メ リ ッ ト:確 実 デ メリッ ト:手 間がかかる)

・翻訳支援 ソフ トの活用

 (メ リ ッ ト:ド キュメン トが少品種 ・大量 の場 合

に効果 あ り デ メ リッ ト:カ スタマ イズが 難 しい)

参 考 文 献

ア ル ク社 「翻 訳 辞 典 」1983

ア ル ク社 「翻 訳 辞 典 」1993

ア ル ク社 「実 務 翻 訳 ガ イ ド」1998

日経PBテ ク ニ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン協 会 編 「文

章 ・用 事 用 語 ス タ イ ル ブ ッ ク」

The ITI Japanese Network「IJET-97 Eighth International

Conference on Japanese‐English Translation and

Interpreting

(技術翻訳者 AAMT会 員 佐藤幸浩)

ず
一22一



園際会議報告

COLING-ACL'98参 加 報 告

        NEC C&Cメ デ ィア研 究所

        NEC C&Cメ デ ィア研 究所
通信 ・放送機構渋谷上原 リサ ーチセ ンター

土井伸一
池田崇博
若尾孝博

1.は じ め に

 COLWG-ACL'98は 、 本 年8月9日 一16日 に カ ナ

ダ ・ケ ベ ッ ク州 の モ ン ト リ オ ー ル 大 学 に て 、

・COLING'98:17th International Conference

           on Computational Linguistics

・ACL'98:36th Annual Meeting of the

      Association for Computational Linguistics

の 両 会 議 の 共 催 と し て 、ICCL(the International

Committee on Computational Linguistics)とACL (the

Association for Computational Linguistics)の 主 催 で 開

催 さ れ た 。9日 は8件 の チ ュ ー ト リ ア ル 、15、16日

は11件 の ワ ー ク シ ョ ッ プ が 開 催 さ れ 、 本 大 会 は10日

～14日 の 間 行 わ れ た 。 機 械 翻 訳 を 始 め とす る 自 然 言

語 処 理 の 分 野 で は 史 上 最 大 規 模 の 国 際 会 議 の 一 つ で

あ り 、 総 数 で300件 以 上 の 発 表 、800人 近 い 参 加 者 が

あ っ た 。 以 下 、 始 め にCOLINGとACLに つ い て 解

説 し、 続 い て 本 大 会 の 概 要 を 述 べ 、 最 後 に 機 械 翻 訳

に 関 連 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ と し て 、Translingual

Information Managementを テ ー マ と し た ワ ー ク シ ョ

ッ プ の 内 容 を 報 告 す る 。

2.COLING/ACI一 につ いて

 COLINGは 、毎 回200件 近 い発 表が あ る自然 言語

処理の分野 では最大規模 の国際会議で 、2年 に1度

開催 されている。最近 の開催地 は、90年 が フ ィンラ

ン ドのヘ ルシ ンキ、92年 が フランスの ナン ト、94年

が京都 、96年 が デ ンマ ークの コペ ンハ ーゲ ンであ っ

た。今後 は、北米 、 ヨーロ ッパ、 アジアの3地 域で

順次大会 を開催す ることと してお り、次回2000年 が

ルクセ ンブルグを中心 に ドイッ、 フランスを含めた

3力 国で、 その次2002年 は、台北で行 うことになっ

てい る。

 一 方ACLは ア メ リカの研 究者 が中心 の学 会であ

り、年大会の開催地 も、94年 ニ ュー メキ シコ州 ラス

クルーセ ス、95年 マサチ ューセ ッツ州 ケンブリ ッジ、

96年 カ リフ ォルニ ア州サ ンタクル スと、 アメリカ近

辺 に限 られてい た。 しか し最近では学会の国際化 を

進めてお り、昨年 の大 会 は、EACL(ACLの ヨーロ

ピァ ンチ ャプター)と の共催で スペ インのマ ドリッ

ドで 開催 され た。今 回 のCOLWGと の 共 催 もお そ

らくこの流れの中で行われ たものであ り、両大会の

共 催は、1984年 に ス タ ンフォー ド大学 でCOLING-

ACL'84が 開催 されて以来14年 ぶ り2回 目であ る。

 さ らに、今大 会中 に開催 されたACLの ビ ジネ ス

ミーテ ィングでは、 この国際化のための計画が中心

議 題 となっ てい た。ACLは 、 今後2000年 ま で に ヨ

ーロ ピア ンチ ャプ ター に加 えて北米チ ャプ ター
、 ア

ジァチャプ ターを作 り、各チ ャプター地域 毎の年次

大会 を開 く計画 である。ア ジアチ ャプ ター設立のた

め の担 当は、香港 科学技 術大学のデカ イ ・ウー先生

が指名 されていた。 また、 この地域 別チ ャプ ターの

大会 とは別 にACL Internationalの 大 会を、北 米、 ヨ

ーロ ッパ
、アジアの3地 域 で順次 回 して開催す る予

定 で もあ る。ACLの 北 米 チ ャプ ター を作 るにあ っ

たて は、ビジネス ミーテ ィングの場 で賛否両論 の意

見 が出 され た。同 時 に地 域 会員 とInternational会 員

の関係 、会 費の問題 な どが討論 されていた、,この国

際化計画の推進 につ いては、 まだ まだ全体 の同意を

得 る には時 間 がか か りそ うであ る。 なお 、次 回 の

ACL-99は 、来 年6月 にメ リーラ ン ド大 学で 開催 さ

れ る。

3.COLING-ACL'98

 今 大 会 は、自然 言語処 理の主要 な二つの 国際 会議

の合同 だったこ とと、やは り北 米での 開催 とい うこ

ともあ って、多 くの メンバが参加 して活気 のある大

会 となった。総参 加者 数は772名 で 、 日本か らもア

ジア太平洋機械 翻訳協 会前会長の 長尾真京大総 長、

現会長の 田中穂積東工大教授 を始め と して、多 くの

参加者があ った。 日本か らの参加者 数は78名 で、ア

メリカか らの346名 は別 格 と して、地 元カナ ダの76

名 を抑 え第2位 であった,,そ の他 主なところで は、

英国 とフランスか ら52名 、 ドイツから42名 が参 加 し

た。
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今大会の論文発表件数は以下の通 りである。

論文種類

Invited paper

Regular paper

Project note

Demonstration

Student paper

Workshop paper

件 数

2

135

100

35

12

120

最 近 のCOLTNGで の 発 表 が200件 弱 、 ACLで の 発

表が50件 程 だったの に対 して、今回は全体 としては

それらの合計 を上 回る発表件数 となっている。 しか

し、 レギュラーペ ーパーの数は絞 り込 まれて、代 わ

りに今 回か ら新 しく登場 した プロジェク トノー ト&

デ モセ ッシ ョンで多 くの発表が なされた。

 こ のプロジェク トノー トは、50名 程が入 る中規模

の部屋 で1コ マ30分 の発表 を行 うもので、 さらにデ

モを行 う場 合は多 くの場 合2コ マが割 り当て られ、

この1時 間を 自由に使 う(30分 の デモ付 き発表 を2

回 行って も良い し、30分 発表 の後 に30分 デモ を行 っ

て も良い)こ とがで きる ものであった。単 に口頭発

表だけでな くデモ を見た り、小 人数で活発 な質疑応

答 を行った りする ことがで きた点 は良 かったの だが 、

初めての試み とい うこ ともあって、

●各発表はテーマ別に分け られてお らず 、 また予稿

 集 も著者名順に並んでいて論文 の タイ トルからは

 検 索で きない形式だったため、自分 が聴 講 したい

 発 表 を見つけるのが大変だった。

●しか も、小人数 を対象に した発 表であ りなが ら、

 ポ スターセ ッシ ョンの ように各部屋 を自由に行 き

 来 で きる形では なか った。

●予定の部屋が直前 まで授 業で使 われていて、予約

 してい たデモ用の機器が準備 されていないこ とが

 あ った。

●昼休みが20分 しか な く、 プロ ジェ ク トノー トの最

 初 のセ ッシ ョンには遅れ る人がほ とん どだった。

 等 の問題点や事務的 な不備 も一部で 目立っていた。

 自然言語処理の基本分野での論文の傾向 としては、

シンボ リックな言語処理 に統計処理 を統合 させた も

のが、一般的 になってい るようであ った。例えば、

シ ェ フ ィー ル ド大 学Y.Wilks教 授 の 論 文"Word

Sense Disambiguation using Optimised Combinations of

Knowledge Sources"が そ うであ る。 単語の意味 の曖

昧性 を解消す るのに レキ シコン、統語 、意味 な どの

種 々の情 報 を組 み 合わせて高 精度 のDisambiguation

を実 現 させ ているが、 この組み合 わせの決定 には、

標準 的な機械学 習の手法が使用 され ていた。 多量の

機械 可読 の言語デー タが入手可能 になるにつ れて、

特 に80年 代 後半か ら盛ん になった統計的処理 であ る

が、種 々の言語処理 に適用 してみ る試み が一段 落 し

た感 があ り、今大会で は、従来 のシ ンボ リックな手

法 と統計 処理 を上手 く組み合 わせ るこ とが中心 に な

って来てい ると思 われ た。電子協 のテキス ト処理技

術専 門委 員 会が 昨 年度 、COLiNG、 ACL等 の 最 近

の 自然言語処理 に関す る主 要国際 会議 におけ る技 術

項 目ごとの発表数の推移 を分析す る技術調 査 を行 っ

てい る[1]が 、 そこで も、現在活 発に研 究が行わ

れてい るコーパ ス使用 や統計処理 に関係 する論文の

比率 はあ ま り増加 していないこ とが報告 されてい る。

やは り、 コーパスや統計 に基づ く自然言語処理の研

究は 、基本的 には定着 して きているが、今後 は実用

化 に向 けて伝統的 な手法 といか に融合 させ るか等 、

新 たな展 開が 求め られている と言え るだ ろう。

 そ の他 の機械翻訳 関連では、やは り最近の傾向 と

して 、純粋 な解析 、生 成、翻訳 とい った発表 はあ ま

り多 くはなかったが、談話/対 話処理、音声翻訳等

に関 して、Regular paperのDiscourse、 Anaphora、

Dialoguc、 Speech Translation、 Multimodal NLPの5

項 目のセ ッションの合計 で23件 にの ぼる発表が あっ

た。 プロ ジェ ク トの中間報告的 な発表や小規模 の実

験 に基づ くもの等 、今回は内容的 には目新 しい もの

は少 かった。 しか し今後、文章や音声言語 、マ ルチ

モー ダル情 報の処理は必ず必要 となる技術で あ り、

機械 翻訳 の応 用分野 と して も発展 してい くことは必

須 で ある。 また、セ ッシ ョ ン以外 で は、L&H社 が

デ ィクテー シ ョン製品のデモ を行 ってい た。

 情 報検索 関連では、 テキス トの要約結果 を検索 に

利用する とい う発表がい くつか あった。例 えば、 ク

エ リに適合す るテ キス トの うち、クエ リに関連す る

部分 を要約 して、次回の クエ リに追加す る リレバ ン

ス フ ィー ドバ ック方法や 、ニュース記事 の リーデ ィ

ングテキ ス ト部 を抜 き出 して、その中に限定 したキ

ー ワー ドのマ ッチ ングを行 うこ とで適 合率 を上げる

方法 などであ る,、また、文 章中のキーワー ドの5W

lHに 基 づ く役割 を指定 して情報 を検索す るこ とで、

キー ワー ドだけによる検索 よ りも検索 ノイズを削減
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する情報分類ナビゲーションの提案もあった。 さら

に、情報抽出 ・要約関連では、辞書にある固有名詞

の認定が現状で も高精度できていることから、コー

パスから固有名詞を抽出 し、そこから前後の文法構

造などによるルールを獲得することで、未定義の固

有名詞の種類を特定する手法、語彙連鎖に着目して

テキス ト中の主題部分を判定するテキス ト要約手法

などの発表があった。

4.COLING-ACL'98 post-conference workshop

  "Translingual Information Management

    Current Levels and Future Abilities"

 以 下 では、16日 に行 われた標 記の ワー クシ ョップ

について報告する。この ワー クシ ョップは、今後、

マルチ リンガル ・マルチモー ダルな情 報 を対象 とし

て、機械 翻訳 、情 報検索 、音声 認識 、情 報要約等、

自然 言語 を対 象 とする各分野 の壁 を乗 り越 えた研 究

を進めてい くために開催 された もので、Eduard Hovy

(ISIIUSC)、Nancy Ide(Vassar College)、 奥 村(NEC)

らが コ ミッテ ィーを務 めている。今回の ワー クショ

ップは、今年の6月 に、スペ インで開かれた同 ワー

クショップの続 きとい う位 置づ けで、前 回の内容を

踏 まえ、各分野で現在 どの くらいの レベルの ことが

可能になっているか、各々の機能 を組み合わせ るこ

とで、近い将 来 どんなシステムが実現 で きるか、マ

ルチ リンガル ・マルチモー ダルな情 報 を扱 える よう

にするために考えなければいけないこ とは何か、 と

い う点について まとめた ものを代 表者が発表す ると

い う形式で行 われた。以 下では、その中の情 報抽出

・テキス ト要約、機械 翻訳 のセ ッションの内容 につ

いて述べ る。

4.1. Information Extraction and Automated

             Text Summarization

 情 報抽 出 とは、大量 の情 報か ら予 め与え られるテ

ンプ レー トに合致 する ものを抽 出する操 作 をい う。

テ ンプ レー トは通常 、ある種 の イベ ン トに対応 して

お り、誰が何 を どうした とい うスロ ッ トを埋 める形

で情 報が抽 出 される。 テキス ト要約 は、抽出の基準

を与 えるのではな く、テキス トで述べ られている主

題を抽 出する ものである,,要 約 の方法には、文字通

り要約 文を生成する もの と、テキス トか ら必 要な文

だけを抜 粋する もの とがある、,

 現 在 、情報抽 出では、決定 木 を利用 して、名詞部

分 や動詞部分 、節 のパ ター ンの認定、抽出すべ き部

分か どうかの判断 を行 っている、,現状で、60か ら70

%の 正 解率 を達成 しているが、これで十分か どうか

は問題であ る(人 間 では65%か ら80%と の 分析があ

る)。また、 テンプ レー トをよ りフ レキ シブルな もの

に した り、適用 ドメイ ンを拡張す る際 の コス トをい

か に小 さ くしてい くか とい う課題 がある,,テ キス ト

要約では、適切 な評価法が ないため正確 なこ とが言

えないが、新聞記事では 、先頭の2割 を取 って くる

方法で十分なこ と、元の テキ ス トの2割 以下 に圧縮

した場 合には意味 が とれ な くなること、どんなテキ

ス トで も、ぜ ひ抽 出すべ き文 と絶対 にい らない文が

必 ず入っているが、6割 くらいの文 は、その どちら

とも言 えないこ とな どが分か って きてい る。

 将 来 の研究 課 題 と して、特 に、音 声 認識結 果 や

OCR済 み テキ ス トな どの誤 り含み の テキ ス トへの

適用 、 また、複 数の文書 を対象 とす るイベ ン トの抽

出や要約手法 の確 立 などが残 されてい る。

4.2. Machine Translation of Text and Speech

 こ れ までに、原言語か ら目的言語 に直接 変換す る

もの と中間言語 を通 す もの、言語学的 な見地か らル

ールを書 いた もの と統計的 にルー ルを集めた もの
、

ルールベ ースの翻訳 と用例ベー スの翻訳、複数の翻

訳手法 を組 み合わせ るマ ルチエ ンジンの手法 など、

さまざまな翻訳 手法 が提 案 されている。汎用 ドメイ

ンの翻訳 システムでは、性能は必 ず しもよい と言 え

ないが 、安 価 なPC用 ソフ トやWebで の サ ー ビ ス

等 、広 く普 及 して きてい る、,一一方、限定 ドメインの

システムで あれば、例えば天気予 報の翻訳 など、98

%の 精 度 を上 げてい るもの もある。 しか し、 ドメイ

ンを限定 したシステムでは、その ドメインが.1'分 大

きくない とコス トが割に合わ ない こと、多 くの ドメ

インを管理す るのは事実上不 可能なこ とが問題 とな

っている。

 現 在 、語彙 的 ・文法的知識、対訳な どの リソー ス

を どう収集 し、 どう活用す るか とい うことが大 きな

問題で ある、,統計 的 な手法で知識の獲得が容 易にな

った として も、深層 の概 念の獲得 までで きる訳では

な く、限界がある,、言語学的 なアプローチや統 計的

な手法 の結 合を考慮 していか なければ ならない,,・

方 で、マルチエ ンジンの アプローチ も重要である、,
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ユ ーザ は時間のか かる高価 な翻訳 システム を求めて

いるわけで はない。機械翻訳の本質的な問題では な

いが、真の汎用 システムの実現 のためには複数エ ン

ジンの効果的 な組み合わせ を研 究する必 要がある。

また、他の システムに機械翻訳 エ ンジンを統 合 して

い くため には 、各言語処理モ ジュールが共通 の リソ

ースを共通の フ ォーマ ットで扱 える ように していか

なければ ならないだ ろう。

[参考文献]
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① メインテーマの検討 ②Call for Paper(論 文 募集)の 作成

③ プログラムの検討 ④ 準備 スケ ジュール
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MT'Summit

      MT Summit Vd

Septemberl 3-17,1999, Singapore

テ ー マ  MT in the Great Translation Era

期 間  1999年9月13日(月)～17日(金)

会 場  シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 内KRDL

参 加 予 定 人 数:200名(日 本50,シ ン ガ ポ ー ル50、 ア ジ ア 各 国50、 欧 米50)

 MTサ ミッ トの準 備が 日本 とシンガポール とで協 同 しつつ進め られてい ますが、 シンガポールか ら写 真が

届 きま したので ご紹介いた します。

シンガポールの象徴 にな っている

マーライオ ン像 と高層 ビル

              1摩 鰍

肇 蟹騨 ご
   縛 轟纏 燕 灘 懸灘、

 磯

藷麟

i w

錨献 マ
    ,ン      遡

噸

  唾咲
》

KRDLの 本館。椰子の木や熱帯樹に囲まれた静かな 広大なシンガポール国立大学構内の小高い丘の上に

環境にある。                あるKRDL
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新製品紹介

   チ ャッ トもで きる翻訳 ソフ ト

The翻 訳 イ ン タ ー ネ ッ ト

株式会社 東 芝

1.は じめに

 東 芝は、 「The翻 訳 」 シリーズ第2段 と して イ ン

ター ネ ッ ト上 のWeb情 報 や、チ ャ ッ ト翻訳 機能 や

インター ネ ッ トニ ュース/メ ールの翻訳機 能を搭載

した 「The翻 訳 イ ンター ネ ッ トV3.0」 を 発売 しま

した。

 The翻 訳 インター ネ ッ トは、24万 語 の英 日辞書 と

12万 語 の 日英辞書 を搭載 し、翻訳精度 を向上 してい

ます。 また、HTML3.2へ の 対応 に伴 いス タイ ルシ

ー ト(CSS 1)や 、 Javaな ど、原文の レイアウ トを

より忠 実 に維持 しなが ら翻訳す ることが可能です。

さらに、ユーザ認証が必 要なホームペ ージで も指定

した時刻に 自動的に ダウンロー ドして 自動翻訳す る

「ユーザ認証付 きオー トパイロ ッ ト機能」や 、現在

表示 しているホームページの画像 デー タとテキス ト

デー タをパ ソコンにダウ ンロー ドで きる 「キャ ッシ

ュ機能」 を装備 してい ます。

2.主 な機能

(1)チ ャ ッ ト翻訳

 日本語 が分 か らない人 と英語 が分か らない人 との

間のチャ ッ トをサ ポー トするための機能 を有 してい

ます(注1)。

 こ の 機 能 は、チ ャ ッ ト ツ ー ル(Microsof@Net

Meetingお よ びNetscape Conference)の イ ンターフ

ェースその ままで翻訳 を行 えるため、新 たな操作 を

覚 える必要があ りませ ん。 また、入力 した日本語 を

英語へ翻訳 してか ら送信 、受信 した英語 を日本語 に

翻訳 してか ら表示す るこ とが で きるため、チ ャ ッ ト

相手側 は従来のチ ャ ッ トツールを変更す る必 要が な

いとい う特長 を持 ってい ます。 さらに、口語翻訳 用

のパ ター ンを提供 し、翻訳 をスムー ズに行え るよう

に してい ます。
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(2)ニ ュ ース/メ ール翻訳

 受 信 した英文 のイ ンターネ ッ トメールやニュース

を日本語 に翻訳す ることが可能です。

(3)ス タ イル シー ト対応のWebペ ー ジ翻訳

 HTML3.2に 対 応 し、 Webペ ー ジの翻訳 後 の レイ

ア ウ トとオ リジナルの画面の差異が少 な くな り忠実

性が ア ップ しま した。 また、 ス タイル シー ト(CSS

1)の 情 報 も翻訳結果 に反映が可能 とな り、従来 よ

り対応 してい たJAVA等 と 合わ せ、最新 のWebペ

ー ジの翻訳 も可能 とな りま した。

 表 示ペー ジの翻訳 をは じめ、 ダウンロー ドしなが

らの翻訳、 キャ ッシュ登録 を行 った後の翻訳、 ドラ

ッグ範囲の翻訳 など用途 に応 じた様 々な翻訳形態 を

提 供 してい ます。

(4)用 途 に応 じた翻訳結果表 示

 画 面の表示方法は ① 画面 を2分 割 し、原文 ・訳

文 を同時表示、②1文 ごとに原文 と訳文 を表示 、③

訳文のみ を表示 、とい う3つ の表示方法か ら選択す

る ことがで きます。 また、上下分割の場合 は自由に

比率 を変 えることがで き、使いやす さと見やす さが

向上 しま した。

 さ らに、訳文の頭 にあ るマ ークをク リックす るだ

けで、対応す る原文 を呼 び出す ことがで きる 「翻訳

ハ イパー リ ンク」 を採用 してお り、効率 よ く英文の

ホームペー ジの閲覧がで きるほか 、英語学習 な どに

も役立 ちます。

 また、 目標のペー ジに素早 く到達す るため に、ペ

ー ジ間の リ ンク関係のみ を階層的 に表示す るこ とが

で きます。

(5)ユ ー ザ認証付 きオー トバイ ロッ ト

 指 定 した時刻 に指定 したホームペー ジにアクセス

し、 自動的 にダウンロー ドして 自動的 に翻訳 をお こ

な う 「オー トパ イロ ッ ト機能」 を引 き続 き採用 して

い ます。今回 は さらにユ ーザ認証機能 を付加 してい

るので、パ スワー ドの入力が必要 なホ ームペ ージで

もパス ワー ドが指定 してあれ ば、自動 ダウ ンロー ド

が可能です。

(6)フ ァ イル翻訳

テキ ス ト形式で保存 された ファイルだけで な く、

HTML形 式 の フ ァイルに対 して も タグを保存 した

まま翻訳 をお こなうこ とがで き ます、,

(7)そ の他 の機能

 本 ソフ トでは、既存の イ ンターネ ッ ト環境 に合わ

せ て自動 的に環境 設定 をお こな うので 、インス トー

ル後す ぐに使 いは じめ ることがで きますO

 ま た、英 日基 本辞書24万 語 と日英基本辞書12万 語

を標準装備 し、他 に最大約20万 語が登録で きるユー

ザ辞書機能 を採用 しているので精度の高い翻訳が可

能です。 さらに、オプ ションの専門用語辞書を使用

すれば、 よ り高度 な翻訳 結果が得 られ ます。

3.動 作 環 境(全 て 日 本 語 版)

OS:  Windows●95/98,

     Windows NT⑪Workstation4.O

HW:PCIAT互 換 機 、 PC98シ リ ー ズ

     Pentium⑧ 以 上 推 奨/MEM 24M以 ヒ

     デ ィ ス ク55MB

ブ ラ ウ ザ 翻 訳 対 象 ッ ー ル

     Netscape Navigator3.01-4.05,

     Internet Exproler3.0～4.01

ニ ュ ー ス/メ ー ル 翻 訳 対 象 ッ ー ル

     Netscape Collabra4.0‾4.05,

     Netscape Messenger4.0-4.05,

     Microsoft Outlook Expresso.0

チ ャ ッ ト翻 訳 対 応 ッ ー ル

     Netscape Conference Text Chat4.0-4.05,

     Microsoft●NetMeeting2.0_2.1

お 問 い 合 わ せ 先

 株 式 会 社 東 芝 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク プ ロ

 ダ ク ト事 業 部(03-3457-2725)

製 品 情 報URL:http:〃eiplaza.toshiba.co・JP

カ タ ロ グ ご 請 求 先:hitp:〃eiplaza.toshiba.co.JP!

            pcserver/astransaccUg.htm

(注1)チ ャ ッ トが で き る の は 、 英 日/日 英 双 方 向

    版 の み で す 。

・Microsoft
, Windows, Windows NTは 米 国 マ イ ク ロ

ソフト杜 の 米 国 な ら び に そ の 他 の 国 に お け る 商 標 で す 、,

・PentiumはIntel Corporationの 登 録 商 標 で す 。

・そ の 他 の 名 称 は 、 各 社 の 商 標 、 登 録 商 標 の 場 合 が

あ り ま す 。
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新製品紹介

英 日 ・日英 翻 訳 支 援 ソ フ ト 「PENSEE V3.0」

沖 ソフ トウェア株式 会社

1 は じめ に

 沖 ソフ トウェアでは 、沖電気工業株 式会社での長

年にわたる研 究開発成果 を1994年 よ りPCパ ッケー

ジの 「PBNSEE」 シ リーズ と して製 品化 を行 ってお

ります。 この たび、パ ーソナルユースか らプ ロユー

ス までの幅広 い範囲で ご活用いただける本格的な英

日 ・日英 翻訳 支援 ソフ トウェアであ るPENSEE V

の最 新版 Ver3.0の リ リー スを行い ました。 Ver3.0

で は 、最新 の翻訳エ ンジンを採用 し、更に翻訳 精度

を向上 、翻訳編集機能 などのパ ワーア ップに よりよ

り使 いやす くなってお ります。

2 機 能の ご紹介

2.1WORD連 携 翻訳

 他 社 に 先駆 け い ち早 くWordの 最 新版 Word98

か らのダイ レク ト翻訳 を可能に してい ます。Word98

の ッ ールバ ー上 にPENSEEの 翻 訳 ア イコ ンが表 示

され通常 のWordの オ プシ ョン機 能 と同様 な感覚 で、

ボ タンを クリックす ることで翻訳 を実行 するこ とが

で き ます。 もち ろんWord97,95と の 連携 も可 能 で

す。

2.2 ス マ ー ト辞書機能

 今 までの翻訳 ソフ トでは、翻訳 品質を上 げるため

に単語登録 を行 ってい ま したが 、PENSEEで は 、2

つ の離れ た単語す なわ ち、慣 用表現(イ デ ィオム)

が登録 可能 となってい ます,、これに より、翻訳時 の

文書解析力が向上 し、 より文法に沿った的確 な訳 を

得 ることがで きます。

例文:1take train at Tokyo.

 "[take]+[train]+[at]+[場 所]"と い う並 びを

 [場所]で 電車 に乗る と解釈 する イデオムを登録す

る,,

登録前:"Tokyoで 列 車で行 く。"

登録後:"私 は 、Tokyoで 電 車 に乗 る、、"

 この イデ オム登録で、Tokyoの 部 分 は、抽 象的 に

「場所」 と して登録 します ので、TokyoがOsakaに

変 わ って も、 また、主語 が変 わった場 合で も正 しい

翻訳 を実行 します。

 ス マー ト辞書への登録 も、図 に示 す簡単な登録画

面 よ りガイダンスに したが って登録 するこ とがで き

ます。 日英版で も同様の効果 を得 るこ とがで きます。
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2.3 PENSEEエ ン ジン98搭 載

 最 新版 、PENSEE翻 訳 エ ンジ ン98を 搭載 、97年 度

版 に比べ て単 語数大幅 ア ップ日英20万 語 、英日15万

語を システム辞書 に搭載、 また最新 の文書 に も対応

で きる ように各種新語登録お よび構文解析力強化 を

行 ってい ます、,

例)舟 木が金 メダル を獲得 した。

  PENSEE97エ ン ジン

   Aship tree acquired a gold medal.

  PENSEE98エ ン ジン

   Funaki acquired a gold medal.

例)He isall ofatwitter,

  PENSEE97エ ン ジン 彼 は、 さえず りの全員で

            あ る 。

  PENSBE98エ ン ジン 彼 は、早口で しゃべ る。

 また、別売 の専 門用語 辞書 「PENSEE辞 書PRO」

を組み 合わせ るこ とで さらに翻訳品質 を向上 させ る

ことが 出来 ます。

2.4 エ デ ィタ機 能の大幅強化

●マルチドキュメントサポート・文書サイズ制限無し

 文 書 を翻訳 している時 に、 さらに別の文書 ファイ

ルを翻訳 してみ た くなる こ とが あ りませ んか?

PENSEE Vで は 、同時 に複 数の文書 ファイル を開い
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て翻訳作 業を効率 よ く行 うこ とが可能です。 また、

開ける文書 ファイルの フ ァイルサ イズに制 限はあ り

ませ ん。 (搭載 メモ リ容量 な ど、 システム リソース

の制約 は受 けます。)

●マルチユ ーザサポー ト

 PENSEEは 、完全 なマ ルチユ ーザ環境 をサポー ト

してい ます。翻訳環境 や辞書の優先順位 などユ ーザ

毎 のPENSEE環 境 を保 持 します。会社 な どで 同一

マ シ ンを複数人で利用す る場合に個人個人の環境 を

分 けることが出来 ます。

●未知語検索機能

 翻 訳す る文書の中に システム辞書、ユーザ辞書に

含 まれ てい ない単語(未 知語)が ないか検索、表示

す るこ とがで きます。 これ らの未知語 を辞書 に登録

す ることによ り翻訳時には快 適な翻訳 を実行 します。

●ワープロ感覚の編集機能

 翻 訳 文書 として テキス トファイル以外 にRTF形

式 ファイルをサポー ト。原文の文書の フォーマ ッ ト

変換 な しにその まま翻訳 で きます。 また翻訳結果を

ワープロ感覚のエデ ィタで文書整形で き、完成 した

文書 に仕上げる ことが出来 ます。

●電子 メール送信 機能

完成 した文書、対訳文書 をその まま、電子 メールで

送信す ることが出来 ます。翻訳 した文書は、その ま

ま世界へ電子 メールで送信 するこ とがで きます。(注

意 MAPI対 応 のメール送信 ソフ トが必 要です。)

2.5 「ら くらく英文 メール」付加(日 英のみ)

「ら くら く英文 メール」 は、豊富 な例文テ ンプ レー

トを選択 しなが ら、簡単 に英文の手紙 を作成 します。

テ ンプ レー トは、株式会社創元社 「パ ター ン活用

ビジネス英文手紙」 を利用 し、 ビジネスのいろいろ

な場面での英文 レター作成を強力に支援 します。

●レターテンプ レー トを利 用 した簡単 レター作成

 「ら くら く英文 メール」 は、あ らか じめ ビジネス

で使 う英文 レターのテ ンプ レー トを用意 してい ます。

この中か ら使 うテ ンプ レー トを選択 する と、あなた

の名前、住所な どは 自動 的に置換 します。 また、相

手先の名前 なども、ガイ ダンスに したがって入力 す

るだけで英文 レターを作 るこ とが出来 ます。

●多 くの例文 を用意

 ら くら く英文 メールは、テ ンプ レー ト以外 に もよ

く使 う英語の例文を用 意 してい ます 。

例)カ テゴリ あ りが とう

  日本語  ご連 絡あ りが とうご ざい ました

   英語   Thank you for letting us know.

 い ろ いろな カテ ゴリ別に整理 された例 文を利用す

るこ とで英 文 レター作成 を強力にバ ックア ップ しま

す。

●使い やす い 日本文 ・英文同時表 示

 ら くら く英文 メールは、テ ンプ レー トで作成 した

文書の 日本語 、英語 の両方 を表示 、英文 レター作成

中 に日本語 を見 なが ら作業 を行 うこ とがで きます。

●翻訳 機能連携

 翻 訳 ソ フ トウェ アのPENSEE翻 訳 エ ン ジ ン98を

搭載、 ら くら く英文 メール内か ら、日英翻訳 を行 う

ことで、テ ンプ レー トで足 りない部分の作成が簡単

に行え ます。

●お気 に入 り登録機能

 よ くお使 い になる表現 を登録す ることが出 来ます,、

例 えば電子 メー ルで よ く使われ る顔マー ク(^o^)

な どを ワンタッチで英文 レター に貼 り付け ることが

可 能です。

3 動 作環境

os:

必 要 メモ リ

HDD容 量

Windows95 Windows98 WindowsNTQ.0

16Mbyte以 上(Windows95Windows98>

32Mbyte以 上(WindowsNT>

英 日 32Mbyte 日 英 45Mbyte

カ ッ プ リ ン グ版 65Mbytc

4 お 問 い 合 わ せ 先

沖 ソ フ ト ウ ェ ア 株 式 会 杜

東 京 都 板 橋 区 舟 渡1-12-11ヘ リ オ スnビ ル

営 業 部TELO3-5970-9952

E‐Mail:pkg@okisofLco.jp

製 品 情 報URL http:〃www.okisoft.co.jp!
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国 際 契 約 書 シス テ ムV1.0

株式会社富士通ラーニ ングメディア

1.は じめ に

 国 際 ビジネスの進展 とともに、企業は、国際的な

取引 の増大 を余儀 な くされてい ます。この ような国

際取 引においては、契約書が基本 とな ります。

 従 来 の英文契約書作成においては、和文の原案 を

作成 し、翻訳 し、 さらに専門家のチ ェックを受け る

等、多大 な時 間(平 均1ケ 月)と 費用がかか ってい

ました。 本システムで は、ユーザが必 要 とす るほ と

ん どの書式(600編5万 文)が 和英対 訳 で用意 され

ているので、それを参照 し、一部 を変更するだけで

原案が完 成 します。さらに、自動翻訳 ソフ トATLAS

と豊富 な文書編 集 ・辞書引 き機能 を使 って簡単 に翻

訳で きるので、短期間(平 均3日)か つ若干の費用

(従 来の約1/10)で1つ の契約書 を完成 させ ること

がで きます。

照翻訳(コ ーパ ス翻訳)を 採用 して い ます。

 契 約書集のすべての文は 、パ ター ンデー タとして

準備 されてい ます。名詞(句)の 部分 を変数に指 定

してあ るので 、ユ ーザが標準書式や差替 条項 の一部

(変 数部分)を 変更 して も、元 の文型 を維持 した ま

ま訳 文 を生成 します。以下 、実際の例 を示 します。

標準書式

和文

英文

販売店は、年間を通 じて最低()回 の

購入を行うことに同意する。

Distributor agrees to make at leas[( )

purchase of Products throughout the year.

2.特 長 および主要 な機能

2.1大 規 模契約書データベース

 本 契約書デー タベースは、国際事業開発株式会社

が、10余 年の歳月 をかけて作成 した ものです。

 デ ー タベースは、5編 に分かれてお り、それぞれ

標準書式集 と差替条項集が用意 されてい ます。

(1)物 品取 引編(輸 出入 、代理店、販売店等)

(2)技 術取 引編(技 術輸出、技術導入等)

(3)資 本 取引編(国 際合弁、会社定款等)

(4)大 型 取引編(大 量売買、機械設備売買等)

(5)特 殊 取引編(業 務委託、共同開発、雇用等)

 これ らのデー タは、通常の ファイルと して オー プ

ンで きる他 、後述す るATLASの 文例 参照 翻訳 用 に

パ ター ン化 されています。 また、一つの書式 をオー

プン した状態で、他の書式や差替条項 を参照す るこ

ともで きます。

2.2 ATLAS文 例 参照翻訳

 契 約書の文は、全般的 に長 く、特殊な表現が多い

ことか ら、通常 の機械翻訳では、 まともな翻訳結果

を得 ることが困難です。本 システムでは、契約書の

文が比較的定 型化 されてい ることに着 目 し、文例参

ユーザ更新和文に対する文例参照翻訳結果

変更和文

文例参照

翻訳

会社は、年間 を通 じて最低1回 の購 入を

行 うことに同意す る。

Company agrees [o make at least one

purchase of Products throughout the year.

2.3 用 例 参照機能

 契 約書 データベ ースのすべ ての標準書式 と差替条

項は 、用例集 と して参照す ること もで きます。 また、

検索 キーで 、その キーが含 まれ ている文(和 文 ・英

文のペ ア)を 簡単 に検索 、表示で きます。 (図1)
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その聞d4彫 の冒融 りのため 【給棚 み】の遍NgN'/4〈 とも 〔}BM

す.

図1 用例参照画面
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2.4 辞 書 引 き機能

 ATLASで 使 う辞書 とは別 に、文書:編集中 に簡 単

に画面 上で引け る辞書(基 本辞書:日 英/英 日各14

万 語 、専門用語辞t-,:日 英/英 日各52万 語[オ プシ

ョン])も 準備 されてい ます,,(図2)
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図2 辞書引き画面

2.5ATLASの 他 の機能

 シ ステムには、ATLAS for Windowsの 機 能が装備

され てい ますので、辞書 の選択 、優 先順位 の設定 も

簡 単 に行 う こ とが で き ます 。 また、ATLAS for

Windows用 の 専門用語 辞書 も利用で きます、,

2.6文 書 チ ェック機 能

 和 文 チェ ッカでは、文 の長 さの リス ト、見出 し語

リス ト、 さらに 日本語 の文書 中に含 まれる さまざま

な文字 列 リス トを 自動 的に出力 します,,「 漢字 ・カ

タカナ」 リス トで出力 される単語 は、機械 翻訳用の

辞書項 目 として登録す る と便利です,,

 オ プ シ ョンで提 供する英文 チェ ッカを使 えば、ス

ペ ルは もちろん、 英文法 、表現等 もチ1.ッ クする こ

とがで きます、,

2.7 ユ ー ザ書式 、ユ ーザ辞書 登録

 ユ ーザ書 式は、翻訳 メモ リに登録す るこ とがで き

ます。 登録 されたユーザ書式 は、システムが提 供す

る書式 と同様 に、 ファイル としてオープ ンで き、 ま

た用例 として参照で きます。 さらに、文置換 機能で

は 、 別 の 文 、1;:の翻 訳 時 に 、 同 ・文 が 翻 訳 メ モ リ に あ

れ ば 、 そ の 訳 文 を 自 動 的 に 置 換 し ま す 、

 ユ ー ザ 辞 、書芋は 、ATLAS川 の 利 川 者 辞 、1}:と、 辞a:

引 き 用 の ユ ー ザ 辞 書 の 両 方 に 登 録 で き ま す 「

2.8 用 語 埋 込 と 用 語 抽 出

 川 語 埋 込 は 、 準 備 し て お い た 対 訳 川 語 リ ス トを 使

い 、 原 稿 文 詐 に 訳 語 を 埋 め 込 む 機 能 で す

 川 語 抽 出 は 、 文 書 内 の マ ー ク を 付 与・し た 川 語 を 対

訳 リ ス トと し て 出 力 す る 機 能 で す 、、

■ 関 連 製 品

・翻 訳 テ キ ス トエ デ ィ タTranTcxt

(富 十 通 ラ ー ニ ン グ メ デ ィ ア よ り販 売)

.英 日/日 英 翻 訳 ソ フ トATLAS

(富 士 通 よ り販 売)

■ 動 作 環 境

11本 語Windows95/98, NT3.51/Q.0が 動 作 す る パ ソ

コ ン

必 要 メ モ リ: 32MB以 ヒ

必 要 デ ィ ス ク: 最 大300MB(OS部 分 を 除 く)

■ 製 品 構 成

個 別 製 品:牛 勿品 耳～こ引 編 、 才支術1収 弓1鞠}、 」資 ・仁耶こ弓1#xi、

  大 型 取 引 編 、 特 殊 取 引 編:各18〔},000ilj

オ プ シ ョ ン 製 品:TranText DXC/iliJ.「1川1語 辞 書 、

  TranTcxt DXC/英 文 チ 」 ッ カ 、ATLAS for

  Windowti月 博 門 用 言1話裾'

■ 隣」う&とu反 売

以 ドの3社 に よ る 共 同 開 発 ・販 売 製 品C`す 、

・(株)富 .L通 ラ ー ニ ン グ メ デ ィ ア

・富 上 通(株)

・国1祭 事 業 開 づ壱 (株)

■ お 問 合 せ 先

東 京 都 大 田 区 新iii fll l-17-25(情}1拠 土lllシス テ ム

ラ ボ ラ トリ)

株 式 会 社 富 ヒ通 ラ ー ニ ン グ メ デ ィ ア

翻 訳 事 業 部)第 一』翻 訳 部

TEL:U3-3733 9341

FAX:03-3730…3624

URL;http:〃mill.cc.info)wcb.nc.jp!llmノ
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